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～ 人と進んで交わり、共に資質を高めよ。～
進交会は、横浜市立大学（市大）と横浜市立横浜商業高等学校（Y校）の同窓会です。
「人と進んで交わり、共に資質を高めよ。」は、Y校初代校長の美澤進先生（福沢諭吉の高弟）の言葉です。
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Ｙ
校
~
Ｙ
専
~
横
浜
市
大
ま
で
の
あ
ゆ
み
と
進
交
会

横
浜
商
業
高
校
（
Ｙ
校
）
は
、
明
治
15
年

（
１
８
８
２
年
）
横
浜
商
法
学
校
と
し
て
誕
生

し
、
種
々
の
変
遷
を
経
て
、
７
年
制
（
本
科
５

年
・
専
修
科
２
年
）
の
横
浜
市
立
横
浜
商
業
学

校
と
な
り
ま
し
た
。

専
修
科
が
、
昭
和
３
年
（
１
９
２
８
年
）
就
業

年
限
３
年
の
横
浜
市
立
横
浜
商
業
専
門
学
校

（
Ｙ
専
）
に
昇
格
し
て
独
立
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
Ｙ
専
は
昭
和
24
年
の
新
制
大
学
発
足

に
伴
い
横
浜
市
立
大
学
商
学
部
に
改
称
し
金
沢

八
景
に
移
転
し
ま
し
た
。

進
交
会
は
、
Ｙ
校
と
Ｙ
専
が
兄
弟
校
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
Ｙ
校
・
横
浜
市
大
の
単
一
の
同
窓
会

と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

Ｙ
校
創
立

１
４
０
周
年

祝



�〈2〉

Ｙ
校
創
立
１
４
０
周
年

と
二
人
三
脚
の
歩
み

一
般
社
団
法
人 

進
交
会
理
事
長 

古
屋　

文
雄

Ｙ
校
創
立

１
４
０
周
年

お
め
で
と
う�

ご
ざ
い
ま

す
。明

治
15
年

に
小
野
光
景

氏
ほ
か
貿
易

商
組
合
の
先
覚
者
達
に
よ
っ
て
「
横
浜
商

法
学
校
」
と
し
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

進
交
会
は
１
８
９
７
年
（
明
治
30
年
）

に
Ｙ
校
同
窓
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、

１
９
３
９
年
（
昭
和
14
年
）
に
名
称
及
び

組
織
を
Ｙ
校
同
窓
会
か
ら
社
団
法
人
進
交

会
に
改
変
し
、
現
在
の
一
般
社
団
法
人
進

交
会
に
至
っ
て
い
ま
す
。

進
交
会
も
本
年
、
同
窓
会
創
設
１
２
５

年
を
迎
え
ま
す
。
進
交
会
命
名
の
由
来
は

「
人
と
進
ん
で
交
わ
り
共
に
資
質
を
高
め

よ
」
の
美
澤
進
先
生
の
教
え
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
文
字
通
り
、
今
日
ま
で
Ｙ
校
を

母
体
と
し
て
Ｙ
校
と
共
に
二
人
三
脚
で
歩

ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
歴
史
と
伝
統
を

尊
び
、
Ｙ
校
１
５
０
周
年
に
向
け
て
、
誇

り
あ
る
「
Ｙ
校
」
を
さ
ら
に
輝
か
せ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

進
交
会
報
第
88
号
Ｙ
校
版
の
分
冊
発
行

は
２
年
目
で
す
。
第
87
号
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
は
、
Ｙ
校
・
市
大
全
体
で
約
１
，

１
０
０
名
（
回
答
率
３
％
）
の
方
か
ら
回

答
が
あ
り
、
約
82
％
の
会
員
か
ら
分
冊
発

行
賛
成
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
内
容
に
つ
い
て
も
約
78
％
の
方
か

ら
良
好
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
Ｙ
校
・
市
大
共
に
ほ
と
ん
ど
同
じ
数

値
で
す
。
そ
の
結
果
今
回
の
88
号
も
分
冊

発
行
と
し
ま
し
た
。
進
交
会
は
「
持
続
可

能
な
進
交
会
」
に
向
け
て
次
世
代
会
員
と

し
て
中
年
層
、
若
年
層
の
会
員
に
積
極
的

に
仲
間
入
り
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
急
務

で
す
。
こ
の
分
冊
発
行
に
よ
り
、
Ｙ
校
へ

の
母
校
愛
を
育
み
、
同
窓
会
で
あ
る
進
交

会
へ
の
理
解
と
関
心
を
抱
い
て
い
た
だ
け

る
も
の
と
期
待
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
い
ち

早
い
収
束
を
願
い
、
会
員
の
皆
様
の
同
窓

会
活
動
の
活
発
化
お
よ
び
ご
健
勝
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

Ｙ
校
の
さ
ら
な
る
発
展

を
目
指
し
て

横
浜
商
業
高
等
学
校
校
長　

小
間
物　

晃
弘

昨
年
四
月
に
着

任
し
て
以
来
、

こ
の
約
一
年
半
の

間
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
は
あ
る
も
の

の
、
Ｙ
校
生
の
明

る
く
元
気
の
良
い

あ
い
さ
つ
、
ま
た
日
頃
の
授
業
、
学
校
行

事
及
び
部
活
動
な
ど
を
と
お
し
て
、
Ｙ
校

全
体
の
爽
や
か
で
限
り
な
い
パ
ワ
ー
を
実

感
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
は

依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ

り
、
今
日
で
き
る
こ
と
、
今
で
き
る
こ
と

を
、
精
一
杯
に
や
り
切
る
。
そ
う
す
る
こ

と
で
し
か
、
不
確
か
な
未
来
を
、
確
か
な

現
在
に
変
え
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
は
Ｙ
校
の
、
百
四
十
周

年
記
念
の
年
と
な
り
ま
す
。
百
四
十
年
間

の
歴
史
の
中
で
、
歴
代
の
卒
業
生
の
方
々

が
、
地
元
横
浜
を
は
じ
め
、
日
本
全
国
、

さ
ら
に
世
界
各
地
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
、

進
交
会
、
Ｙ
校
会
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援

は
、
本
校
の
教
育
活
動
を
進
め
て
い
く
上

で
た
い
へ
ん
有
り
難
く
、
あ
ら
た
め
て
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
横
浜

市
立
大
学
に
も
、
特
別
講
義
な
ど
を
と
お

し
た
高
大
連
携
事
業
等
に
お
い
て
ご
指
導

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で

は
、
現
在
の
南
太
田
に
移
転
し
て
既
に

百
二
十
年
近
く
に
な
り
ま
す
が
、
日
頃
か

ら
自
治
会
を
は
じ
め
、
小
中
学
校
、
区
役

所
及
び
関
係
諸
機
関
の
方
々
に
も
た
い
へ

ん
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
Ｙ
校
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
す
す

む
変
化
の
激
し
い
時
代
を
逞
し
く
生
き
抜

く
た
め
に
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

実
学
と
し
て
の
商
業
教
育
を
目
指
し
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
身
に
つ
け
、
さ
ら
に
磨
き
を
か

け
、
自
ら
考
え
、
行
動
し
て
社
会
に
貢
献

で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
進
交
会

の
皆
様
方
に
は
引
き
続
き
温
か
い
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

未
来
へ
の
想
い
を
繋
ぐ

年
に

Ｙ
校
会
会
長　

田
宮　

国
興

創
立
１
４
０
周

年
を
心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま

す
。Ｙ

校
は
小
野
光

景
氏
他
６
名
の
創

立
委
員
に
よ
り
、
外
国
商
館
と
の
不
公
平

な
取
引
状
況
を
打
開
す
べ
く
、
貿
易
実
務

に
精
通
し
た
人
材
を
養
成
す
る
為
に
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
初
代
校
長
に
福
沢
諭
吉
か

ら
推
薦
さ
れ
た
校
祖
美
澤
進
先
生
を
迎

え
、
１
８
８
２
年
（
明
治
15
年
）
横
浜
商

法
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
創
立
１
４
０
周
年
に
加
え
て

校
祖
美
澤
進
先
生
の
１
０
０
回
忌
を
迎

え
、
更
に
は
校
歌
を
作
詞
さ
れ
た
森
鴎
外

博
士
の
没
後
１
０
０
年
に
も
あ
た
る
特
別

な
年
で
す
。
去
る
９
月
17
日
（
土
）
に
校

祖
美
澤
進
先
生
の
１
０
０
回
忌
法
要
及
び

墓
前
報
告
祭
を
営
み
、
来
た
る
11
月
11
日

（
金
）
に
記
念
式
典
、
12
日
（
土
）
に
は

祝
賀
会
の
開
催
を
予
定
し
、
Ｙ
校
会
で
は

多
数
の
皆
様
の
ご
出
席
を
期
待
し
て
い
ま

す
。Ｙ

校
は
商
業
高
校
の
厳
し
い
環
境
の

中
、
こ
こ
10
年
の
間
に
、
平
成
26
年

（2014

年
）
に
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

科
を
開
設
し
、
平
成
27
年
（2015

年
）
に

は
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
の
学
校
と

の
姉
妹
校
提
携
、
横
浜
市
主
催
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
台
湾
へ
の
海
外
留
学
支
援
事
業

に
参
画
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
令
和
２

年
（2020

年
）
に
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

ICT

教
育
を
実
施
す
る
等
、
諸
問
題
に
立

ち
向
か
い
着
実
に
前
進
し
て
い
ま
す
。

Ｙ
校
会
は
本
年
、
創
設
25
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
の
２
年
間
、
Ｙ
校
会
の
目
的

で
あ
る
「
会
員
相
互
の
研
修
と
親
睦
を
図

る
」
「
母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
」
こ
と

が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
実
施
で
き
ず
非
常
に

も
ど
か
し
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
昨
年
は
生
徒
の
Ｓ
Ｄ
G
ｓ
活
動

へ
の
支
援
を
行
い
、
今
年
は
商
業
科
の
人

気
復
活
を
目
的
と
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

制
作
を
行
い
ま
し
た
。
10
年
後
の
１
５
０

周
年
に
向
け
て
卒
業
生
、
教
職
員
、
生
徒

が
一
体
と
な
っ
て
未
来
へ
の
想
い
を
繋

ぎ
、
力
を
合
わ
せ
て
歩
ん
で
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が

い
ち
早
く
収
ま
り
、
Ｙ
校
会
本
来
の
活
動

が
で
き
る
日
を
待
ち
望
ん
で
お
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
母
校
Ｙ
校
の
発
展
を
祈
念
し
、

皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。
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進
交
会
だ
よ
り

♦
活
動
報
告

※�

２
０
２
１
年
度
一
般
社
団
法
人
進
交
会

総
会

日

時
：
令
和
４
年
５
月
28
日
（
土
）

場

所
：
進
交
会
館
３
階

出
席
者
：
51
名
（
委
任
状
45
名
）

�

右
記
の
通
り
開
催
し
そ
の
結
果
、
第
一

号
議
案　

２
０
２
１
年
度
事
業
報
告

（
案
）
、
第
二
号
議
案　

２
０
２
１
年

度
貸
借
対
照
表
及
び
正
味
財
産
増
減
計

算
書
（
案
）
、
第
三
号
議
案　

令
和
４

年
・
５
年
度
理
事
・
監
事
選
任
の
件
す

べ
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
事
務
局
だ
よ
り
】

◎�

Ｙ
校
生
へ
の
進
交
会
賞
（
旧
奨
学

金
）
、
美
澤
皆
勤
賞
の
授
与

★�

令
和
４
年
３
月
２
日
の
Ｙ
校
卒
業
式
で

成
績
優
秀
な
生
徒
７
名
に
進
交
会
賞
を

授
与
し
ま
し
た
。

進
交
会
賞
受
賞
者
（
敬
称
略
）

�

安
本
杏
夏
、
平
林
こ
の
み
、

野
々
口
菫
、
渡
辺
花
奈
、
吉
井
玲
央
、

三
﨑
海
星
、
髙
木
彩
名

★
３
年
間
無
遅
刻
無
欠
勤
の
生
徒
53
名
に

美
澤
皆
勤
賞
を
授
与
し
ま
し
た
。

◎
市
大
生
へ
の
進
交
会
賞
の
授
与

令
和
３
年
度
の
進
交
会
賞
は
、
令
和
４

年
３
月
22
日
市
大
「
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
」

に
て
、
古
屋
文
雄
理
事
長
か
ら
15
人
の
学

生
に
授
与
い
た
し
ま
し
た
。

�

進
交
会
報
の
Ｙ
校
版
・
市
大
版
の

分
冊
発
行
の
ア
ン
ケ
ー
ト

考
査
結
果

「
持
続
可
能
な
進
交
会
組
織
の
確
立
と

運
営
」
の
一
環
と
し
て
、
令
和
３
年
10
月

発
行
の
進
交
会
報
第
87
号
を
試
験
的
に
分

冊
発
行
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

読
者
（
会
員
）
の
ご
意
見
を
集
約
し
ま
し

た
。
回
答
率
は
３
％
で
し
た
。

【
結
果
】　
（
令
和
４
年
３
月
末
集
計
）

①
分
冊
発
行
に
つ
い
て
（
回
答1097

件
）

賛　

成
：
Ｙ
校　

80
％　

市
大　

84
％

反　

対
：
Ｙ
校　

６
％　

市
大　

７
％

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
：

　
　
　
　

Ｙ
校　

13
％　

市
大　

９
％

②�
進
交
会
報
の
内
容
に
つ
い
て
（
回
答

1092
件
）

良　

好
：
Ｙ
校　

85
％　

市
大　

74
％

不
十
分
：
Ｙ
校　

３
％　

市
大　

6
％

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
：

　
　
　
　

Ｙ
校　

12
％　

市
大　

20
％

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
今
後
の
進
交
会
報

作
成
に
役
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
市
大
ト
ピ
ッ
ク
ス
》

市
大
医
学
部
付
属
２
病
院
が
㊗
１
５
０
周
年

明
治
４
年
、
早
矢
仕
有
的
の
首
唱
に

よ
り
横
浜
弁
天
橋
に
仮
病
院
が
開
設

さ
れ
て
か
ら
１
５
０
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

自　令和３年　４月　１日
至　令和４年　３月３１日 　　　　　　　令和４年３月３１日現在

　（単位：円） （単位：円）
科　　       目 一般会計 特別会計 美澤基金 総合計 科　　       目 一般会計 特別会計 美澤基金 総合計

（1）経常収益 Ⅰ　資産の部
　　　基本財産受取利息 0 　1.流動資産
　　　広告料収益等 495,000 495,000 　　　現金預金 18,431,411 0 299,186 18,730,597
　　　貸室収益　 37,405,008 37,405,008 　　　未収入金 0
　　　共益費収益 0 　　　前払費用 0
　　　光熱費収益 0 　　流動資産合計 18,431,411 0 299,186 18,730,597
　　　みなと倶楽部収益 2,132,700 2,132,700 　2.固定資産
　　　文化教室収益 0 　（1）基本財産
　　　受取入会金 6,245,000 6,245,000 　　　奨学基金・定期預金 12,919,147 12,919,147
　　　受取会費 3,921,000 3,921,000 　　　基本金・定期預金 7,440,000 7,440,000
　　　　受取寄付金 30000 30,000 　　基本財産合計 20,359,147 20,359,147
　　　　雑収入 515 152,461 325 153,301 　（2）特定資産
       経常収益計 10,691,515 39,690,169 325 50,382,009 　　　土地 28,332,089 28,332,089
（2）経常費用 　　　特定資産合計 28,332,089 28,332,089
　　　会報発行費 5,475,136 5,475,136 　（3）その他の固定資産
      その他の事業費 93,150 213,511 306,661 　　　建物 515,205,272 515,205,272
　　　行事費 0 0 　　　建物付属設備 1,228,370 1,228,370
　　　慶弔費 0 0 0 　　　什器備品 3,148,387 3,148,387
　　　母校関係費 1,070,900 1,070,900 　　　長期貸付金 0 76,660,662 76,660,662
　　　奨学金 1,155,000 1,155,000 　　　その他の固定資産合計 519,582,029 76,660,662 596,242,691
　　　みなと倶楽部運営費 4,234,554 4,234,554 　　固定資産合計 48,691,236 519,582,029 76,660,662 644,933,927
　　　文化教室運営費 0 0   3.事業間貸借 128,070,935 △ 128,070,935 0 0
　　　諸給 2,568,300 3,852,450 6,420,750 　　資産合計 195,193,582 391,511,094 76,959,848 663,664,524
　　　法定福利費 45,924 68,887 114,811 Ⅱ　負債の部
　　　交通費 94,160 454,380 961,723 　1.流動負債
　　　通信費 574,200 387,523 1,386,981 　　　前受金 0 0 0 0
　　　管理費 39,600 1,347,381 138,600 　　　従業員預り金 28,943 0 0 28,943
　　　修繕費 138,600 1,304,448 　　流動負債合計 28,943 0 28,943
　　　光熱費 611,552 692,896 116,830 　2.固定負債
　　　会議費 29,300 87,530 1,798,439 　　　前受入会金 18,465,000 18,465,000
　　　消耗品費 33,104 1,765,335 　　　預り金 0
　　　租税公課 0 7,521,000 7,521,000 　　　預り保証金 6,033,270 6,033,270
　　　固定資産税 3,796,400 3,796,400 　　　預り敷金 0
　　　減価償却費 11,838,224 11,838,224 　　　長期借入金 33,170,753 555,693,133 588,863,886
　　　支払利息 7,366,422 7,366,422 　　　固定負債合計 51,635,753 561,726,403 613,362,156
　　　保険料　 32,820 32,820       負債合計 51,664,696 561,726,403 613,391,099
　　　図書費 20,896 20,897 41,793 Ⅲ　正味財産の部
　　　諸会費 48,000 48000 　1.指定正味財産
　　　衛生費 0 0 　　　奨学基金 12,919,147 12,919,147
　　　雑費 178,516 26,070 220 204,806 　　　基本金 7,440,000 7,440,000
    経常費用計 11,989,738 43,892,880 220 55,882,838 　　指定正味財産合計 20,359,147 20,359,147
　　当期経常増減額 △ 1,298,223 △ 4,202,711 105 △ 5,500,829 　　　（うち基本財産への充当額） 20,359,147 20,359,147
　一般正味財産期首残高 124,467,962 △ 166,012,598 76,959,743 35,415,107 　2.一般正味財産 123,169,739 △ 170,215,309 76,959,848 29,914,278
　一般正味財産期末残高 123,169,739 △ 170,215,309 76,959,848 29,914,278 　　正味財産合計 143,528,886 △ 170,215,309 76,959,848 50,273,425
　指定正味財産期末残高 20,359,147 20,359,147 　　負債及び正味財産合計 195,193,582 391,511,094 76,959,848 663,664,524
  正味財産期末残高 143,528,886 △ 170,215,309 76,959,848 50,273,425

正正味味財財産産増増減減計計算算書書総総括括表表 貸貸借借対対照照表表総総括括表表
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Ｙ
校
か
ら
世
界
へ

Ｙ
Ｋ
Ｋ�

Ａ
Ｐ
㈱
代
表
取
締
役
会
長

吉
田　

�

明　
（
昭
47
卒
）

昭
和
44
年
春
北
九
州
市
立
の
中
学
校
か

ら
Ｙ
校
を
受
験
し
た
。
前
年
の
秋
に
父
が

仕
事
中
の
事
故
で
他
界
し
、
急
遽
母
方
の

実
家
の
あ
る
横
浜
で
の
高
校
受
験
と
な
っ

た
の
だ
。
試
験
日
間
近
に
単
身
上
京
し
、

叔
母
に
付
き
添
わ
れ
て
の
受
験
と
な
っ

た
。
Ｙ
校
時
代
の
思
い
出
は
、
こ
の
右
も

左
も
わ
か
ら
ぬ
受
験
か
ら
始
ま
っ
て
時
々

九
州
訛
り
を
か
ら
か
わ
れ
な
が
ら
も
ク
ラ

ブ
活
動
や
新
た
な
友
人
た
ち
に
溶
け
込
も

う
と
し
た
こ
の
時
期
が
屈
託
も
無
く
学
校

生
活
が
楽
し
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

こ
れ
以
降
は
家
に
経
済
的
な
余
裕
も
な

か
っ
た
の
で
ク
ラ
ブ
活
動
を
止
め
放
課
後

は
ア
ル
バ
イ
ト
に
励
ん
で
い
た
が
、
次
第

に
自
分
の
可
能
性
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
考

え
る
こ
と
が
増
え
、
大
学
へ
の
進
学
を
真

面
目
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
ア
ル
バ
イ
ト
勤
め
を
し
な
が
ら
の
受

験
勉
強
で
大
学
に
現
役
合
格
す
る
ほ
ど
甘

く
は
な
く
、
結
局
一
浪
の
末
に
早
稲
田
大

学
に
進
学
し
た
。
母
に
半
期
分
の
授
業
料

と
入
学
金
計
10
万
円
を
何
と
か
都
合
し
て

貰
い
、
後
は
奨
学
金
と
ア
ル
バ
イ
ト
に
勤

し
み
な
が
ら
大
学
を
卒
業
し
た
。

就
職
は
モ
ノ
づ
く
り
を
す
る
メ
ー
カ
ー

で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
特
に
こ

こ
と
い
う
希
望
は
無
か
っ
た
も
の
の
、
数

社
か
ら
筆
記
試
験
の
合
格
通
知
を
頂
い

た
。
そ
の
中
で
２
次
面
接
か
ら
帰
宅
す
る

と
既
に
合
格
電
報
が
届
い
て
い
た
の
が
フ

ァ
ス
ナ
ー
製
造
大
手
の
Ｙ
Ｋ
Ｋ
（
当
時
は

吉
田
工
業
㈱
）
で
あ
っ
た
。
面
接
で
の
配

属
先
は
営
業
職
種
、
勤
務
先
は
東
京
近
郊

を
希
望
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
富
山
県
黒
部

市
に
あ
る
主
力
工
場
の
管
理
部
門
へ
の
配

属
と
な
っ
た
。
折
し
も
昭
和
52
年
の
北
陸

は
52
豪
雪
と
言
わ
れ
た
大
雪
の
年
で
あ

り
、
上
野
か
ら
信
越
本
線
の
特
急
電
車
に

乗
る
と
、
長
野
か
ら
糸
魚
川
ま
で
は
除
雪

さ
れ
た
雪
が
線
路
の
両
側
に
う
ず
高
く
積

ま
れ
電
車
の
窓
外
の
景
色
が
何
も
見
え
な

か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
工
場
の
管
理

部
門
で
の
仕
事
は
主
材
料
の
調
達
で
あ
っ

た
が
、
残
業
も
多
く
極
め
て
多
忙
な
毎
日

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
寮
生
活
や
仕
事
に

も
慣
れ
て
く
る
と
、
山
や
海
が
近
く
、
自

然
に
恵
ま
れ
た
環
境
だ
っ
た
の
で
冬
の
休

日
に
は
ス
キ
ー
、
夏
に
は
テ
ニ
ス
や
山
登

り
、
海
水
浴
と
一
年
中
公
私
共
に
忙
し
く

動
き
回
っ
て
い
た
。
や
が
て
組
合
執
行
部

の
仕
事
も
加
わ
り
、
34
歳
ま
で
の
10
年
間

余
り
が
文
字
通
り
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

た
頃
米
国
赴
任
を
打
診
さ
れ
た
。

１
９
８
８
年
４
月
に
米
国
東
部
の
ジ
ョ

ー
ジ
ア
州
メ
ー
コ
ン
市
（
ア
ト
ラ
ン
タ
空

港
か
ら
南
東
60
マ
イ
ル
）
に
あ
る
工
場
に

購
買
担
当
と
し
て
赴
任
し
た
。
赴
任
し
て

暫
く
す
る
と
、
日
本
側
で
内
密
に
進
め
ら

れ
て
い
た
米
国
大
手
ア
ル
ミ
メ
ー
カ
ー
の

工
場
資
産
買
収
の
米
国
側
窓
口
を
命
ぜ
ら

れ
た
。
こ
れ
は
米
国
メ
ー
カ
ー
か
ら
25
％

の
資
産
を
買
収
し
、
そ
れ
見
合
い
の
原

料
、
電
力
を
持
ち
込
ん
で
生
産
さ
れ
る
ア

ル
ミ
地
金
を
コ
ス
ト
で
調
達
す
る
も
の
だ

っ
た
。
日
本
側
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
大
手
総

合
商
社
と
建
材
の
競
合
相
手
で
あ
っ
た
。

当
時
の
私
の
英
語
力
は
米
国
人
と
の
買
収

交
渉
が
出
来
る
レ
ベ
ル
か
ら
は
程
遠
く
、

事
前
調
査
（
Ｆ
Ｓ
）
に
伴
う
税
務
や
会
計

処
理
、
法
的
知
識
も
経
験
も
無
く
、
日
本

か
ら
次
々
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
当
時
は
ロ
ー

ル
ペ
ー
パ
ー
式
）
で
送
ら
れ
て
く
る
契
約

ド
ラ
フ
ト
を
見
て
絶
対
的
な
能
力
不
足
を

痛
感
し
、
暗
澹
た
る
毎
日
だ
っ
た
。
し
か

し
、
英
語
は
赴
任
当
初
に
３
ケ
月
程
米
国

人
の
家
庭
教
師
を
付
け
て
貰
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
先
輩
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
沿
っ
て
家

で
は
毎
日
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
観
続

け
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
口
の
動
き
や
背
景

の
画
像
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で
理
解
に
努
め

て
い
る
と
、
あ
る
日
突
然
ニ
ュ
ー
ス
の
内

容
を
聞
き
取
り
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
買
収
契
約
そ
の
も
の
に
つ
い
て

も
、
全
て
が
自
社
に
都
合
が
良
い
こ
と
を

目
指
す
の
で
は
な
く
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ

て
相
手
に
譲
る
べ
き
も
の
も
考
え
る
と
い

う
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
先
輩
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
で
ス
ッ
と
肩
の
力
が
抜
け
た
。
ま
た

一
連
の
作
業
を
通
じ
て
弁
護
士
や
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
を
ど
う
起
用
す
る
か
と
い
っ
た

コ
ツ
の
よ
う
な
も
の
を
学
び
、
そ
の
年
末

に
無
事
調
印
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
当
時
の
米

国
社
社
長
が
膨
大
な
契
約
書
に
サ
イ
ン
を

し
た
ク
ロ
ス
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
褒
美
に
と

頂
い
た
喜
び
は
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
そ

の
後
管
理
統
括
副
社
長
か
ら
製
造
担
当
副

社
長
と
な
っ
て
の
７
年
間
の
米
国
赴
任
だ

っ
た
が
、
こ
の
一
連
の
買
収
手
続
き
を
完

遂
で
き
た
こ
と
が
そ
の
後
の
大
き
な
自
信

に
繋
が
っ
た
。
ま
た
米
国
の
赴
任
生
活
は

様
々
な
苦
労
も
多
か
っ
た
が
、
黒
部
工
場

時
代
に
家
庭
を
持
っ
て
お
り
、
妻
や
赴
任

当
時
８
歳
と
３
歳
だ
っ
た
息
子
達
も
テ
ニ

ス
や
水
泳
、
私
は
ゴ
ル
フ
と
皆
英
語
も
話

せ
る
よ
う
に
な
り
米
国
人
と
の
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ
生
活
を
大
い
に
エ
ン
ジ
ョ
イ
し

て
い
る
と
帰
国
命
令
が
出
た
。

１
９
９
５
年
３
月
に
帰
国
し
、
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
本
社
、
フ
ァ
ス
ニ
ン
グ
事
業
本
部

を
経
て
２
０
１
１
年
に
取
締
役
財
務
政

策
、
経
営
管
理
担
当
同
時
に　

Ｙ
Ｋ
Ｋ�

Ａ
Ｐ
の
取
締
役
を
兼
務
し
、
２
０
１
２
年

に
取
締
役
副
社
長
Ｃ
Ｆ
Ｏ
と
な
っ
た
。
経

理
・
財
務
を
経
験
し
て
い
な
い
初
め
て
の

Ｃ
Ｆ
Ｏ
だ
っ
た
。
米
国
赴
任
中
や
帰
国
後

も
経
理
・
財
務
部
の
先
輩
方
か
ら
会
議
の

席
で
私
に
は
経
理
的
な
セ
ン
ス
が
あ
る
と

言
わ
れ
面
映
ゆ
い
思
い
を
し
た
。
彼
等
は

私
が
商
学
部
卒
で
は
あ
る
も
の
の
社
内
の

職
務
歴
だ
け
を
見
て
そ
う
言
っ
た
の
だ
ろ

う
が
、
実
は
Ｙ
校
で
簿
記
の
実
践
を
学
び

基
礎
が
出
来
て
い
た
こ
と
、
そ
の
レ
ベ
ル

は
大
学
で
も
さ
し
た
る
準
備
を
し
な
く
と

も
優
以
上
の
評
価
が
取
れ
て
い
た
こ
と
、

を
知
ら
な
か
っ
た
せ
い
だ
と
考
え
て
い

る
。
Ｙ
校
の
商
業
実
践
教
育
の
レ
ベ
ル
は

高
い
。

２
０
２
０
年
４
月
に
取
締
役
は
兼
務
す

る
も
の
の
Ｙ
Ｋ
Ｋ
の
副
会
長
か
ら
Ｙ
Ｋ
Ｋ�

Ａ
Ｐ
の
会
長
に
就
任
し
た
。
Ｙ
Ｋ
Ｋ
グ
ル

ー
プ
は
世
界
72
ヶ
国
、
地
域
で
事
業
展
開

し
て
い
る
。
私
は
米
国
で
の
赴
任
経
験
し

か
な
い
が
、
出
張
ベ
ー
ス
を
含
め
て
こ
れ

ま
で
に
や
っ
と
25
か
国
を
訪
問
し
た
。
私

は
33
歳
で
初
め
て
海
外
に
出
た
が
、
少
し

遅
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
Ｙ
校
の
後
輩

た
ち
に
は
自
ら
の
可
能
性
を
求
め
て
早
く

か
ら
海
外
に
飛
び
出
す
こ
と
も
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

�

Ｙ
Ｋ
Ｋ�

Ａ
Ｐ
株
式
会
社
（
２
０
２
１
年
度
）

売
上
高　

４
４
６
４
億
円

資
本
金　

１
４
０
億
円

従
業
員
数　

１
６
７
８
８
名

�

（
内�

海
外�

４
１
５
８
名
）

事
業
内
容　

�

建
材
・
建
材
加
工
機
械
等

の
製
造
販
売

窓
と
猫
の
Ｔ
Ｖ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
お
馴

染
み
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人
形
と
の
二
人
旅山

田　

さ
く
（
昭
45
卒
）�

あ
る
時
は
若
殿
と
腰
元
、
あ
る
時
は
ご

主
人
様
と
メ
イ
ド
。
ま
た
あ
る
時
は
売
れ

な
い
歌
手
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。
衣
装
を
変

え
カ
ツ
ラ
を
変
え
て
、
変
身
ま
た
変
身
。

百
均
に
行
け
ば
小
道
具
探
し
。
電
車
の
中

で
は
台
本
作
り
。
人
形
と
の
二
人
旅
を
続

け
て
何
年
に
な
る
だ
ろ
う
？

す
で
に
立
派
な
シ
ニ
ア
と
な
っ
た
今
、

昔
を
懐
か
し
み
な
が
ら
楽
し
い
老
後
を
す

ご
し
て
い
る
。
そ
し
て
傍
ら
に
は
い
つ

も
、
相
棒
の
腹
話
術
人
形
が
い
る
。�

私
が
人
形
と
の
二
人
旅
を
始
め
た
の

は
、
高
校
の
非
常
勤
講
師
を
辞
し
て
か
ら

で
あ
る
。
看
護
、
介
護
、
保
育
な
ど
に
進

学
希
望
の
生
徒
た
ち
に
「
福
祉
」
と
い
う

科
目
を
教
え
て
い
た
私
は
、
授
業
の
中
で

し
ば
し
ば
「
腹
話
術
」
を
取
り
入
れ
て
い

た
。
人
形
は
不
思
議
な
魅
力
を
持
っ
て
い

る
。
人
前
に
立
つ
と
き
、
人
形
が
い
れ

ば
、
一
人
で
は
な
い
の
で
心
強
い
。
自
分

の
口
か
ら
は
言
い
に
く
い
こ
と
も
、
人
形

な
ら
ハ
ッ
キ
リ
言
っ
て
く
れ
る
し
、
言
わ

れ
た
方
も
人
形
が
喋
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら

と
許
容
し
や
す
い
。
ま
た
自
分
の
想
い
を

人
形
に
し
ゃ
べ
ら
せ
る
こ
と
で
、
自
分
の

本
当
の
気
持
ち
に
気
づ
く
こ
と
も
で
き

る
。
人
形
そ
の
も
の
が
癒
し
に
も
な
る

し
、
見
る
人
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
描
く
対
象

の
人
に
も
な
る
。
老
人
ホ
ー
ム
に
行
け

ば
、
そ
の
方
の
孫
に
な
り
、
幼
稚
園
に
行

け
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
ラ
イ
バ
ル
に
も
な

る
。
も
ち
ろ
ん
仲
良
し
の
友
だ
ち
に
も
。

家
に
帰
れ
ば
、
可
愛
い
女
の
子
、
や
ん
ち

ゃ
な
男
の
子
。
や
さ
し
い
お
ば
あ
さ
ん
。

酒
飲
み
の
お
じ
い
さ
ん
。
意
地
悪
な
キ
ツ

ネ
さ
ん
。
と
ぼ
け
た
ブ
タ
さ
ん
等
々
た
く

さ
ん
の
人
形
た
ち
が
待
っ
て
い
る
。�

み
ん
な
明
日
は
私
を
連
れ
て
行
っ

て
、
、
、
と
言
っ
て
い
る
。

お
人
形
た
ち
の
話
の
中
に
は
昔
の
横
浜

の
話
が
よ
く
出
て
く
る
。
私
は
子
ど
も
の

頃
、
野
毛
で
は
大
道
芸
を
、
阪
東
橋
の
お

風
呂
屋
さ
ん
の
二
階
に
あ
っ
た
三
吉
劇
場

で
は
、
旅
回
り
の
一
座
の
お
芝
居
を
観

た
。
実
家
の
す
ぐ
隣
り
に
は
、
三
味
線
の

お
師
匠
さ
ん
が
間
借
り
し
て
い
て
、
夕
方

に
な
る
と
粋
な
ツ
ン
・
ト
ン
・
シ
ャ
ン
が

聴
こ
え
て
き
た
。
今
は
若
者
の
映
え
ス
ポ

ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
み
な
と
み
ら
い
地

区
。
昔
は
三
菱
ド
ッ
ク
が
あ
っ
て
、
京
急

戸
部
駅
か
ら
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
多
く
の
人
々
が

我
が
家
の
前
を
歩
い
て
通
勤
し
て
い
た
。

夕
方
、
七
輪
で
サ
ン
マ
を
焼
い
て
い
る

と
、
「
今
日
は
サ
ン
マ
か
い
？
う
ま
そ
う

だ
ね
。
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
も
の
だ
。

私
が
育
っ
た
横
浜
の
下
町
は
、
そ
ん
な
町

だ
っ
た
。

近
年
、
横
浜
の
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
で
は
、

女
優
の
五
大
路
子
が
、
「
横
浜
メ
リ
ー
」

を
毎
年
上
演
し
て
い
る
。
伝
説
の
高
級
娼

婦
メ
リ
ー
さ
ん
を
、
私
は
何
度
か
見
か
け

た
こ
と
が
あ
る
。
あ
の
独
特
の
真
っ
白
な

姿
で
伊
勢
佐
木
町
に
立
っ
て
い
た
。
タ
バ

コ
を
ふ
か
し
な
が
ら
「
子
ど
も
な
ん
か
あ

っ
ち
行
き
な
。
」
と
近
寄
り
が
た
い
凛
と

し
た
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
た
。
今
と
な

っ
て
は
、
彼
女
も
横
浜
の
一
風
景
だ
っ
た

気
が
す
る
。
「
ジ
ャ
ズ
喫
茶
ち
ぐ
さ
」
も

閉
店
し
て
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
ら
し

い
。
「
ち
ぐ
さ
」
と
聞
く
と
、
私
は
横
浜

駅
地
下
に
あ
っ
た
「
ち
ぐ
さ
」
と
い
う
焼

き
そ
ば
屋
を
思
い
出
す
。
そ
ば
の
上
に
後

か
ら
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
を
か
け
る
、
、
、

当
時
め
ず
ら
し
い
ス
タ
イ
ル
で
、
そ
の
ソ

ー
ス
が
通
常
の
も
の
と
は
、
色
も
味
も
変

わ
っ
て
い
て
お
い
し
か
っ
た
。
二
度
と
会

え
な
い
人
、
二
度
と
味
わ
え
な
い
味
。
し

か
し
、
お
ぼ
ろ
げ
に
な
り
な
が
ら
も
、
そ

の
記
憶
は
私
の
中
に
残
り
、
私
の
体
の
一

部
と
な
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
ハ
マ
ッ
子
の
想
い
を
話
題
に
と

り
入
れ
な
が
ら
、
今
日
も
人
形
と
の
二
人

旅
を
続
け
て
い
る
。
講
演
会
、
お
祭
り
、

あ
ち
こ
ち
の
施
設
の
行
事
等
々
。
そ
う
い

え
ば
、
先
日
あ
る
高
齢
者
施
設
を
訪
問
し

た
。
人
形
が
昔
の
懐
か
し
い
唄
を
歌
う

と
、
多
く
の
方
が
一
緒
に
口
ず
さ
ん
で
懐

か
し
ん
で
く
だ
さ
っ
た
。
し
か
し
、
中
に

「
そ
ん
な
古
い
歌
知
ら
な
い
か
ら
、
も
っ

と
新
し
い
歌
に
し
て
」
と
言
わ
れ
た
方
が

い
た
。
聞
け
ば
、
私
よ
り
い
く
つ
か
歳
下

だ
っ
た
。
若
い
つ
も
り
で
い
た
が
、
自
分

も
い
つ
の
間
に
か
古
希
を
迎
え
て
い
た
の

だ
。
し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
歳
を
と
ら
な

い
私
の
相
棒
と
一
緒
に
、
こ
れ
か
ら
も
ゆ

っ
く

り
と

旅
を

続
け

よ
う

と
思�

っ
て

い
る
。
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Ｙ
校
だ
よ
り

◆
「
着
任
の
ご
挨
拶
」

横
浜
市
立
横
浜
商
業
高
等
学
校

校
長
代
理　

杉
浦　

正
典

平
成
25
年
に
Ｙ
校
別
科
の
副
校
長
に
着

任
し
、
３
年
間
Ｙ
校
別
科
で
勤
務
し
て
お

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
３
月
末
に
、

Ｙ
校
本
校
へ
の
異
動
の
辞
令
を
拝
命
し
、

Ｙ
校
の
校
長
代
理
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
Ｙ
校
別
科
で
は
毎
週
の

朝
礼
で
生
徒
が
校
歌
を
歌
う
の
が
慣
例
と

な
っ
て
い
ま
す
。
７
年
ぶ
り
に
そ
の
聞
き

な
れ
た
校
歌
を
耳
に
す
る
機
会
を
与
え
て

頂
き
、
非
常
に
懐
か
し
く
も
あ
り
、
嬉
し

く
も
あ
り
ま
す
。
生
徒
心
得
に
も
あ
る
よ

う
に
、
常
に
心
の
誠
の
精
神
を
忘
れ
ず
、

学
力
向
上
の
も
と
進
路
実
現
に
向
け
て
、

品
性
を
磨
き
、
健
康
の
増
進
を
図
る
と
と

も
に
、
規
律
あ
る
自
治
的
校
風
を
充
実
・

発
展
す
る
よ
う
努
力
す
る
生
徒
の
育
成
に

尽
力
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
期
（
７
月

中
旬
）
は
県
内
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
急
増

し
て
お
り
ま
す
。
本
校
生
徒
も
罹
患
し
て

い
る
旨
の
報
告
を
聞
く
頻
度
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
少
し
で
も
早
く
、
以
前
の
生
活

が
戻
り
、
全
て
の
学
校
行
事
が
通
常
通
り

実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。

進
交
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

本
校
の
教
育
へ
の
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご

支
援
に
感
謝
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
今
後

も
大
変
お
世
話
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
着
任
挨
拶

横
浜
市
立
横
浜
商
業
高
等
学
校
副
校
長

西
岡　

健
一

４
月
に
副
校
長
と
し
て
着
任
い
た
し
ま

し
た
西
岡
と
申
し
ま
す
。

１
９
９
１
年
３
月
に
本
校
を
卒
業
す
る

時
に
は
す
で
に
母
校
の
教
員
に
な
る
こ
と

を
心
に
決
め
て
い
ま
し
た
。
や
っ
と
の
思

い
で
教
員
採
用
試
験
に
合
格
し
働
き
始
め

た
そ
の
年
に
、
１
２
０
周
年
記
念
式
典
が

盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
商
業
科
の

教
員
は
異
動
先
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
初
任
で
あ
り
な
が
ら
勤
続
18
年
。

そ
の
間
、
自
身
も
所
属
し
て
い
た
卓
球
部

の
顧
問
を
務
め
、
担
任
と
し
て
は
も
ち
ろ

ん
、
異
動
す
る
直
前
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
科
主
任
と
し
て
６
年
間
、
Ｙ
校

生
、
保
護
者
、
卒
業
生
、
地
域
の
方
々
に

育
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
と
一
昨

年
は
三
部
制
定
時
制
高
校
で
あ
る
横
浜
総

合
高
校
で
経
験
を
積
ま
せ
て
い
た
だ
き
、

再
び
記
念
す
べ
き
年
に
Ｙ
校
で
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

初
代
校
長
美
澤
進
先
生
の
恩
師
と
し
て

知
ら
れ
る
福
沢
諭
吉
先
生
の
著
書
『
学
問

の
す
す
め
』
の
中
に
「
進
ま
ざ
る
者
は
必

ず
退
き
、
退
か
ざ
る
者
は
必
ず
進
む
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
Ｙ

校
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
常
に
進

化
・
真
価
・
深
化
・
新
価
を
意
識
し
な
が

ら
職
務
を
全
う
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。こ

の
進
交
会
報
を
ご
覧
の
み
な
さ
ま

も
、
Ｙ
校
へ
の
思
い
が
あ
る
か
ら
こ
そ
ペ

ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
私
は
私
な
り
の
思
い
を
も

っ
て
、
Ｙ
校
の
た
め
に
尽
力
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◆�

「
時
代
と
と
も
に
変
革
し
て
い

く
商
業
教
育
」

商
業
科
教
科
主
任　

宝
珠
山　

悟

令
和
も
す
で
に
四
年
目
を
迎
え
て
い
ま

す
。
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
の
大
流
行
な
ど
先
が
読
め
な
い
時
代
と

な
っ
て
い
ま
す
。
企
業
に
お
け
る
働
き
方

も
職
場
で
の
一
斉
就
業
の
形
か
ら
、
自
宅

を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
の
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
就
業
形
態
へ
と
変
化
が
み
ら

れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
日
ご
ろ
行
っ
て
い
る
商
業
教

育
も
そ
う
し
た
影
響
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
教
室
で
行
っ
て
い
る
座
学
の
重
要

性
は
、
当
然
現
在
で
も
高
い
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
実
務

の
世
界
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
み
ら
れ

て
お
り
、
そ
う
し
た
変
化
を
私
た
ち
高
校

教
育
界
も
対
応
し
て
い
く
必
要
が
生
じ
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
変
化
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
は
、
教
室
内
で
の
教
育
だ
け
で

は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
実
務
の
世
界

と
の
関
り
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
を
含
め
た
多
く

の
人
た
ち
及
び
企
業
・
大
学
な
ど
と
の
交

流
・
連
携
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
以
上
に
深
く
長
期
的
な
つ
な
が
り

を
持
つ
こ
と
が
私
た
ち
商
業
教
育
を
推
進

し
て
い
る
商
業
科
教
員
に
求
め
ら
れ
ま

す
。
今
後
は
、
そ
う
し
た
諸
団
体
と
の
連

携
を
深
め
、
そ
の
連
携
の
中
で
、
生
徒
自

ら
が
探
究
学
習
を
行
え
る
環
境
作
り
が
今

後
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
く
で
し
ょ

う
。
そ
の
た
め
に
も
皆
様
方
の
御
協
力
を

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
ど
ん

外
へ
目
を
向
け
た
教
育
活
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
の
時
は
、
暖
か
く
も
厳
し
い

御
指
導
御
鞭
撻
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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◆
Ｙ
Ｂ
Ｃ
ク
ラ
ス
の
近
況
報
告

Ｙ
Ｂ
Ｃ
経
営
会
議
主
任　

佐
藤　

邦
宏

Ｙ
Ｂ
Ｃ
ク
ラ
ス
で
は
、
次
代
を
切
り
開

く
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
大
学
進
学
を
前
提
と
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、
幅
広
い
教
養
と
ビ
ジ

ネ
ス
の
基
礎
基
本
を
習
得
し
ま
す
。
次
代

の
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
今
ま
で
の

当
た
り
前
が
当
た
り
前
で
は
な
く
な
る
こ

れ
か
ら
の
時
代
に
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
ず

物
事
の
本
質
を
と
ら
え
蓄
積
し
た
情
報
を

も
と
に
ゼ
ロ
か
ら
解
決
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
考
え
て
い
け
る
人
材
で
す
。
高
大
７

年
間
を
見
据
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
特
別

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
将
来
設
計
を
進

め
な
が
ら
、
将
来
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を

目
指
し
ま
す
。

こ
の
文
章
は
、
学
校
案
内
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
昨
年
度
は
、
課
題
研

究
に
お
い
て
関
東
学
院
大
学
と
の
連
携

や
、
横
浜
市
立
大
学
な
ど
で
講
義
を
体
験

さ
せ
て
頂
き
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質

を
磨
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
大
学
で
何
を

学
び
た
い
の
か
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し

て
下
級
生
の
う
ち
か
ら
行
き
た
い
大
学
へ

の
意
識
を
強
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
放
課

後
に
は
英
検
の
講
習
会
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
演
習
シ

ス
テ
ム
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
）
を
導
入
し
、
学
習
面
の
サ
ポ
ー
ト
も

行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
３
月
の
卒
業
生
の
進
路
状
況

は
、
38
名
中
22
名
が
４
年
生
大
学
に
進
学

［
一
般
受
験
合
格
者
が
６
名
（
明
治
、
立

教
、
東
洋
等
）
学
校
推
薦
型
・
総
合
型
選

抜
16
名
（
横
浜
市
立
３
名
、
法
政
、
中

央
、
國
學
院
、
駒
澤
）
等
］
専
門
学
校
７

名
、
公
務
員
４
名
、
民
間
就
職
１
名
、
進

学
準
備
者
３
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
国
際
学
科
の
近
況
報
告

国
際
学
科
長　
　

小
島　

寛
子

国
際
学
科
で
は
国
連
が
提
唱
す
る
持
続

可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
自
分

ご
と
と
し
て
考
え
、
未
解
決
の
社
会
課
題

に
主
体
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
育
ん
で
い

ま
す
。
特
に
他
者
と
の
対
話
を
通
し
て
深

め
た
考
え
を
「
行
動
」
に
起
こ
す
こ
と
を

目
標
に
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
難
民
支
援
の
た
め
に
本
の
寄

付
を
募
っ
た
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
支
援

の
た
め
に
パ
ネ
ル
展
示
や
募
金
活
動
を
行

っ
た
り
し
ま
し
た
。
有
志
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ

支
援
の
グ
ッ
ズ
作
成
・
販
売
・
寄
付
を
行

っ
た
の
も
反
響
が
大
き
か
っ
た
で
す
。
今

後
も
「
主
体
性
」
「
協
働
力
」
「
課
題
解

決
能
力
」
を
重
点
的
に
国
際
学
科
の
教
育

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

７
月
16
日
に
は
国
際
学
科
の
最
大
行
事

Ｙ
Ｓ
Ｆ
‐
Ｊ
を
Ｙ
校
で
実
施
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
予
防
に
注
意
を
払
い
な
が

ら
、
10
校
の
招
待
校
の
生
徒
を
含
め
約

１
０
０
名
が
集
い
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー

マ
は
「
共
生
社
会
」
で
、
「
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
」
「
大
量
生
産
・
大
量
消
費
」
「
学
校

教
育
」
「
難
民
」
「
行
政
」
と
い
う
５
つ

の
視
点
か
ら
共
生
社
会
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。
人
が
変
わ
れ
ば
社
会
が
変
わ

る
、
社
会
が
変
わ
れ
ば
人
も
変
わ
る
と
い

う
主
張
の
元
、
人
と
社
会
の
双
方
に
ど
ん

な
変
化
を
求
め
る
の
か
を
最
後
に
発
表
し

ま
し
た
。
12
月
の
Ｙ
Ｓ
Ｆ
で
は
使
用
言
語

が
英
語
に
な
る
の
で
、
会
議
資
料
を
英
語

で
ま
と
め
た
り
、
英
語
で
発
表
や
議
論
し

た
り
し
て
い
き
ま
す
。
海
外
の
方
と
交
流

が
難
し
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、
英
語
を
使
え

る
環
境
を
最
大
限
に
活
か
せ
る
よ
う
準
備

を
し
て
い
き
ま
す
。

◆�

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
の

様
子

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科　

主
任

坂
本　

静
香

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
は
今
年
で

９
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
の
ス
ポ
ー

ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
は
、
部
活
動
や
学
校

外
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
所
属
し
、
将
来

の
進
路
は
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
目
指
す
生

徒
、
ス
ポ
ー
ツ
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
生
徒
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
そ

の
活
動
を
支
え
た
い
と
い
う
生
徒
が
大
半

で
、
学
校
生
活
、
学
校
行
事
、
学
科
行
事

そ
れ
ぞ
れ
に
意
欲
を
も
っ
て
臨
ん
で
い
ま

す
。今

年
度
も
海
外
研
修
旅
行
は
中
止
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
国
内
で
の
研
修

旅
行
や
学
科
行
事
を
通
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

の
体
験
と
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
裏
側
を

体
感
で
き
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え

て
い
ま
す
。

令
和
４
年
３
月
、
長
年
力
を
尽
く
し
て

く
だ
さ
っ
た
花
木
ト
レ
ー
ナ
ー
が
退
職
さ

れ
、
４
月
か
ら
３
名
の
ス
タ
ッ
フ
を
迎
え

ま
し
た
。
新
た

な
気
持
ち
で
今

ま
で
以
上
に
生

徒
た
ち
に
と
っ

て
有
意
義
な
活

動
が
提
供
で
き

る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

◆
Ｙ
校
生
の
進
路
に
つ
い
て

進
路
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
部

主
任　
　

井
上　

隆
博

現
在
、
わ
が
国
は
少
子
高
齢
化
に
よ
る

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
、
Ａ
Ｉ
の
進
化
と

普
及
に
よ
る
職
業
構
造
の
変
化
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
な
ど
に
よ

っ
て
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
生
徒
の
進
路
に
も
変
化
が

み
ら
れ
て
い
ま
す
。
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大
学
入
試
に
関
し
ま
し
て
は
、
一
昨
年

か
ら
新
し
い
入
試
制
度
及
び
名
称
と
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
大
学
入
試
は
、
一

般
入
試
、
Ａ
Ｏ
入
試
、
推
薦
入
試
と
い
う

３
つ
の
入
試
区
分
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
一
般
入
試
は
一
般
選
抜
に
、
Ａ
Ｏ

入
試
は
総
合
型
選
抜
に
、
推
薦
入
試
は
学

校
推
薦
型
選
抜
へ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
名
称
が

変
更
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か

ら
社
会
構
造
が
変
化
し
て
い
る
な
か
、
社

会
に
人
材
を
供
給
す
る
立
場
に
あ
る
大
学

も
、
大
き
な
変
革
を
迫
ら
れ
て
い
る
た
め

で
す
。
こ
れ
ま
で
の
「
知
識
・
技
能
」
だ

け
で
な
く
、
社
会
を
生
き
る
力
と
し
て
課

題
解
決
能
力
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
「
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
」
を
一
層
重
視
す
る
と
い
う
考
え

が
新
入
試
制
度
の
ベ
ー
ス
に
は
あ
り
ま

す
。
高
校
に
お
い
て
も
、
「
知
識
・
技

能
」
だ
け
で
は
な
く
、
「
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
」
、
「
主
体
性
を
も
っ
て
多

様
な
人
々
と
協
働
し
て
学
ぶ
態
度
」
を
育

成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
高
校
で
の
学
び
を
い
か
に

大
学
で
の
深
い
学
び
に
紐
づ
け
す
る
か
が

問
わ
れ
、
高
校
・
大
学
の
７
年
間
の
ス
パ

ン
で
自
分
の
夢
の
実
現
を
考
え
て
い
く
時

代
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
、
民
間
就
職
に
関
し
ま

し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
先
の
読
め
な

い
中
で
の
就
職
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
求
人
数
の
減
少
も
危
惧
さ
れ
ま
し

た
が
、
予
想
し
て
い
た
ほ
ど
の
減
少
は
な

く
、
最
終
的
に
は
38
名
が
内
定
を
頂
き
ま

し
た
。
企
業
は
、
明
る
く
元
気
で
健
康
で

あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
行
動
力
、
調
整

力
、
協
調
性
や
主
体
性
を
求
め
て
い
ま

す
。
今
年
度
も
、
計
画
的
に
就
職
活
動
に

取
り
組
む
こ
と
で
内
定
を
勝
ち
取
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
近
年
、
本
校
生
徒
の
進
路
先

の
特
徴
と
し
て
見
て
取
れ
る
の
が
、
公
務

員
希
望
者
の
多
さ
で
す
。
本
校
に
は
専
門

学
校
と
連
携
し
、
年
間
40
回
を
超
え
る
講

習
会
や
さ
ま
ざ
ま
な
自
治
体
の
採
用
説
明

会
な
ど
充
実
し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
あ
り

ま
す
。
結
果
と
し
て
、
昨
年
度
の
卒
業
生

は
、
延
べ
総
数
で
59
名
の
最
終
合
格
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
他
校
と

比
較
を
し
て
も
圧
倒
的
な
数
で
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

今
年
度
の
３
年
生
の
進
路
希
望
は
、
７

月
１
日
現
在
、
民
間
就
職
16
名
、
公
務
員

43
名
、
大
学
・
短
大
１
８
８
名
、
専
門
学

校
22
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
の
か
、
大

学
・
短
大
志
望
者
が
大
き
く
増
加
し
、
公

務
員
希
望
も
相
変
わ
ら
ず
人
気
で
す
。
今

後
も
、
生
徒
が
自
ら
選
び
、
決
定
し
た
進

路
の
実
現
に
向
け
て
引
き
続
き
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
Ａ
Ｉ
と
の
共
存
社
会
が
や
っ
て
き
ま

す
。
そ
の
な
か
で
活
躍
す
る
た
め
に
、
成

長
意
欲
や
向
上
心
を
も
ち
、
自
発
的
な
行

動
を
心
が
け
、
同
じ
ミ
ス
や
失
敗
を
繰
り

返
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
人
間
に

し
か
で
き
な
い
「
考
え
る
力
」
を
高
め
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆�

Ｙ
校
お
や
じ
の
会会

長　

大
山　

幸
雄

創
立
１
４
０
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

お
や
じ
の
会
は
、
Ｙ
校
を
管
理
さ
れ
て

い
る
職
員
の
方
々
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
為
、

保
護
者
が
中
心
と
な
り
２
０
０
５
年
に
発

足
い
た
し
ま
し
た
。
現
役
の
保
護
者
と
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
Ｏ
Ｂ
が
参
加
し
、
Ｙ

校
を
陰
で
支
え
る
べ
く
精
を
出
し
て
活
動

を
し
て
お
り
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
Ｙ
校
内
の
庭
園
や
施
設

の
清
掃
整
備
・
維
持
管
理
活
動
と
な
り
ま

す
。
月
１
回
２
時
間
程
度
の
清
掃
活
動
を

行
い
、
そ
の
後
、
汗
を
流
し
に
銭
湯
に
行

き
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
の
お
い
し
い
お

店
で
の
懇
親
会
に
て
お
や
じ
の
会
の
活
動

に
つ
い
て
積
極
的
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
る

の
で
す
が
、
現
在
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

状
況
を
み
な
が
ら
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
に
も
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
Ｙ
校

祭
で
毎
年
模
擬
店
を
出
店
し
て
お
り
ま
す

が
、
残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
影
響
が
続
い
て
お
り
、
今
年
も
Ｙ
校
祭

へ
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

生
徒
の
皆
さ
ん
も
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
の
中
、
い
ろ
い

ろ
と
模
索
し
な
が
ら
学
校
生
活
を
送
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

お
や
じ
の
会
と
し
て
も
、
会
員
の
皆
様

方
の
英
知
を
結
集
さ
せ
、
生
徒
た
ち
が
よ

り
良
い
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
全
力
で

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

お
や
じ
の
会
は
今
後
も
Ｙ
校
の
発
展
や

地
域
の
為
に
陰
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
を
で
き

る
よ
う
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Y
校
部
活
動
だ
よ
り

◆
硬
式
野
球
部
活
動
報
告

硬
式
野
球
部
顧
問　

廣
濱　

優

日
頃
よ
り
多
大
な
る
御
支
援
御
声
援
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
度
も
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影

響
に
よ
る
制
限
は
あ
る
も
の
の
、
例
年
通

り
に
春
季
県
大
会
、
選
手
権
大
会
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
を
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。

こ
の
１
２
６
期
は
、
学
校
の
は
じ
ま
り

が
２
か
月
遅
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
高
校
生
活

が
ス
タ
ー
ト
し
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
影

響
を
受
け
て
き
た
学
年
で
し
た
。
秋
季
県

大
会
で
は
、
３
回
戦
で
星
槎
国
際
湘
南
高

校
と
対
戦
し
、
０
―
５
で
完
封
負
け
を
喫

し
ま
し
た
。
こ
の
、
悔
し
い
思
い
を
晴
ら

す
た
め
に
、
必
死
で
歯
を
食
い
し
ば
り
な

が
ら
半
年
間
、
仲
間
同
士
で
切
磋
琢
磨
し

て
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

４
月
か
ら
行
わ
れ
た
春
季
県
大
会
で

は
、
18
年
ぶ
り
の
ベ
ス
ト
４
に
進
出
し
、

選
手
権
大
会
の
第
一
シ
ー
ド
を
獲
得
し
ま

し
た
。
た
だ
、
準
決
勝
で
は
、
桐
光
学
園

高
校
に
８
回
コ
ー
ル
ド
の
完
敗
で
し
た
。
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こ
の
大
会
や
試
合
か
ら
自
分
た
ち
に
足
り

な
い
も
の
を
確
認
で
き
た
こ
と
は
、
選
手

権
大
会
に
繋
が
る
非
常
に
大
き
な
収
穫
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
ベ
ス
ト
４
と
い
う
結

果
に
お
ご
ら
ず
、
選
手
た
ち
は
常
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
挑
戦
し
続
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
７
月
か
ら
開
催
さ
れ
る

選
手
権
大
会
に
向
け
て
よ
り
一
層
精
進
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

最
後
に
、
春
季
県
大
会
で
は
、
多
く
の

関
係
者
の
方
々
に
球
場
ま
で
足
を
お
運
び

い
た
だ
き
、
熱
い
御
声
援
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
選
手
権
大
会
で
は
、

さ
ら
な
る
活
躍
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
御
指
導
御
鞭
撻

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

◆�

Ｙ
校
軟
式
野
球
部�

67
年
振
り
関
東
大
会
準
優
勝

軟
式
野
球
部
顧
問　

佐
藤　

邦
宏

昨
年
度
、
全
国
選
手
権
出
場
に
際
し
、

進
交
会
員
の
皆
様
に
は
応
援
と
多
大
な
ご

厚
志
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
４
月
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
第
70

回
春
季
関
東
地
区
高
校
軟
式
野
球
神
奈
川

県
大
会
に
お
い
て
、
10
年
ぶ
り
２
度
目
の

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
大
会
直
前
に
、

野
手
で
活
躍
し
て
い
る
選
手
を
本
格
的
に

投
手
に
転
向
さ
せ
、
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
粘
り
強
い
投
球
で
優
勝
に
導
き
ま
し

た
。
特
に
決
勝
の
三
浦
学
苑
戦
で
は
、
延

長
15
回
を
一
人
で
投
げ
抜
い
た
こ
と
は
自

信
に
な
り
ま
し
た
。

軟
式
野
球
部
は
、
夏
に
照
準
を
合
わ
せ

る
た
め
、
春
は
勝
て
な
い
と
い
う
ジ
ン
ク

ス
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
打
ち
破
っ

て
く
れ
る
優
勝
で
し
た
。
引
き
続
き
行
わ

れ
ま
し
た
関
東
大
会
で
も
、
初
戦
佐
野
日

大
（
栃
木
）
、
２
回
戦
成
立
学
園
（
東

京
）
、
準
決
勝
八
千
代
松
陰
（
千
葉
）
に

快
勝
し
、
67
年
振
り
に
決
勝
に
駒
を
進
め

ま
し
た
。

決
勝
の
相
手
は
、
昨
年
度
、
全
国
選
手

権
で
優
勝
し
た
作
新
学
院
で
し
た
。
結
果

は
、
両
投
手
の
好
投
で
９
回
ま
で
お
互
い

に
０
が
並
び
ま
し
た
が
、
９
回
裏
作
新
学

院
が
０
ア
ウ
ト
１
・
３
塁
の
チ
ャ
ン
ス
で

サ
ヨ
ナ
ラ
打
を
放
ち
、
残
念
な
が
ら
サ
ヨ

ナ
ラ
負
け
を
喫
し
ま
た
。

悔
し
い
敗
戦
で
し
た
が
、
関
東
大
会
準

優
勝
は
、
自
信
に
も
な
り
、
私
た
ち
の
力

の
な
さ
も
痛
感
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
夏

の
大
会
で
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
全
国
選

手
権
に
出
場
し
、
勝
利
で
き
る
よ
う
に
精

進
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
ご
声
援
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
卓
球
部　

活
動
報
告

顧
問　
　

内
田　

涼
介

日
頃
よ
り
多
大
な
る
ご
支
援
ご
声
援
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
観
客
動
員
に
制
限
は
あ
る
も
の
の
例

年
通
り
に
関
東
高
校
卓
球
大
会
や
全
国
総

合
体
育
大
会
の
予
選
会
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
を
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。

関
東
高
校
卓
球
大
会
の
神
奈
川
県
予
選

で
は
女
子
団
体
が
２
位
に
入
賞
し
、
関
東

大
会
に
出
場
を
し
ま
し
た
。
関
東
大
会
は

千
葉
県
の
バ
ル
ド
ラ
ー
ル
浦
安
ア
リ
ー
ナ

で
行
わ
れ
、
一
回
戦
に
栃
木
県
の
真
岡
女

子
高
等
学
校
と
対
戦
を
し
ま
し
た
。
結
果

は
⒈
対
⒊
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
１

勝
は
し
た
も
の
の
、
実
力
差
を
感
じ
た
試

合
と
な
り
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
、
こ
の

試
合
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、
よ

う
や
く
関
東
大
会
で
勝
つ
と
い
う
こ
と
の

レ
ベ
ル
高
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
こ
の
関
東
大
会
は
14
回
連
続
、

35
回
目
の
出
場
に
な
り
ま
す
。
こ
の
出
場

記
録
を
今
後
も
伸
ば
し
て
い
く
と
同
時

に
、
関
東
大
会
で
も
活
躍
で
き
る
チ
ー
ム

づ
く
り
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

７
月
に
行
わ
れ
た
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
神
奈
川
県
予
選
を
も
っ
て
３
年

生
は
引
退
に
な
り
、
現
在
は
１
、
２
年
生

が
中
心
の
新
体
制
が
始
ま
り
ま
し
た
。
３

年
生
が
つ
な
げ
て
く
れ
た
大
き
な
実
績
を

新
体
制
で
も
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
上
を
目

指
し
て
い
け
る
部
活
動
と
し
て
日
々
活
動

を
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
卓
球
部
の

活
動
に
ご
支
援
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
「
最
後
は
気
持
ち
で
決
ま
る
」

ボ
ー
ト
部
顧
問　

會
田　

尚
貴

「
最
後
は
気
持
ち
で
決
ま
る
」
。
昨

年
、
福
井
県
で
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
毎
日
私
が
言
っ
て
い

た
言
葉
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
あ
ま
り
意
識

し
て
こ
の
言
葉
を
言
っ
て
い
た
つ
も
り
は

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
後
か
ら
選
手
に
聞

い
て
み
る
と
毎
日
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い

た
と
か
。
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ボ
ー
ト
競
技
は
他
の
競
技
と
異
な
り
、

水
上
に
出
る
と
指
示
を
出
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
野
球
で
あ
れ
ば
こ
こ
ぞ
と
い
う

場
面
で
監
督
が
サ
イ
ン
を
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
で
あ
れ
ば
ベ
ン
チ
か

ら
声
を
か
け
る
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
ボ
ー
ト
競
技
は
桟
橋
か
ら
艇
が

離
れ
た
瞬
間
、
選
手
自
身
が
す
べ
て
を
考

え
、
判
断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
前

日
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
通
り
の
レ
ー
ス
展
開

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
ま
っ
た
く
異

な
っ
た
展
開
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ

れ
で
も
監
督
は
レ
ー
ス
中
に
指
示
を
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
最
後
は
選
手
た
ち

で
、
し
か
も
瞬
時
に
決
め
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
で
す
。
監
督
は
選
手
を
信
じ
る
こ

と
以
外
は
で
き
ま
せ
ん
。
あ
る
意
味
、
腹

を
く
く
っ
て
選
手
を
桟
橋
か
ら
送
り
出
し

ま
す
。
レ
ー
ス
が
始
ま
る
ま
で
の
時
間
は

ド
キ
ド
キ
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

が
ボ
ー
ト
競
技
の
醍
醐
味
で
あ
り
、
楽
し

さ
で
あ
る
の
で
す
が
・
・
・
。

「
決
め
ら
れ
る
選
手
」
に
な
る
た
め
に

は
、
ど
う
い
う
レ
ー
ス
を
し
た
い
か
、
と

い
う
こ
と
を
選
手
は
日
頃
か
ら
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
ど
う
い

う
練
習
が
必
要
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
を

選
手
自
身
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
ら
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
も
っ
と
突
き
詰
め

て
い
け
ば
、
「
自
分
が
ど
う
な
り
た
い

か
」
と
い
う
こ
と
を
具
体
的
に
考
え
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
指
導
者
の
役
割
は
「
選
手
自
身

が
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
と
し
か
け
」

を
整
え
る
こ
と
な
の
だ
と
、
昨
年
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
を
通
じ
て
私
自
身
が
学
び
ま
し

た
。練

習
量
も
、
時
間
も
、
内
容
も
、
日
本

で
一
番
の
は
ず
。
そ
の
と
き
、
何
が
勝
負

を
決
め
る
の
か
と
い
う
と
、
「
気
持
ち
」

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
最
後
は
チ
ー
ム

の
、
選
手
の
、
指
導
者
の
「
て
っ
ぺ
ん
を

取
る
」
と
い
う
気
持
ち
が
か
み
合
っ
た
と

き
、
そ
こ
に
大
き
な
奇
跡
が
生
ま
れ
る
の

だ
と
、
そ
し
て
そ
れ
は
生
ま
れ
る
べ
く
し

て
生
ま
れ
る
も
の
な
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。昨

今
は
働
き
方
改
革
が
叫
ば
れ
る
な

か
、
部
活
動
の
負
の
側
面
ば
か
り
が
取
り

上
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
高
校
生
と
い

う
多
感
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
し
て
Ｙ

校
生
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
が
あ
る
は

ず
で
す
。
人
生
で
二
度
と
な
い
Ｙ
校
生
活

と
部
活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
、
私
達

の
役
割
な
の
だ
と
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
、

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
二
年
間
で
し
た
。

◆
「
部
活
動
の
在
り
方
と
は
」

簿
記
部
顧
問　

宝
珠
山　

悟

令
和
３
年
10
月
に
簿
記
部
は
活
動
を
開

始
（
再
開
？
）
し
ま
し
た
。
当
初
は
部
員

七
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在
は
新

一
年
生
も
含
め
て
六
名
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
部
員
数
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
平
日

は
約
三
時
間
、
土
曜
日
は
六
時
間
と
長
時

間
活
動
し
て
い
ま
す
。
現
在
高
校
や
中
学

校
で
の
部
活
動
の
あ
り
方
や
活
動
内
容
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
状
況
で
果

た
し
て
長
時
間
の
活
動
が
必
要
な
の
か
、

日
々
考
え
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
簿
記
部
の
活
動
目
的
は
、
「
部

員
の
進
路
実
現
」
で
す
。
大
学
な
ど
に
進

学
を
し
た
後
、
会
計
関
係
の
仕
事
、
具
体

的
に
は
会
計
士
・
税
理
士
あ
る
い
は
企
業

で
の
会
計
職
な
ど
を
目
指
す
中
で
、
必
要

と
な
る
土
台
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
重
視

し
て
い
ま
す
。
ゴ
ー
ル
で
あ
る
そ
の
目
的

に
た
ど
り
着
く
た
め
の
、
目
安
と
な
る
目

標
が
、
「
日
商
簿
記
一
・
二
級
合
格
と
全

国
高
等
学
校
簿
記
競
技
大
会
出
場
」
で

す
。
目
標
を
通
過
す
る
こ
と
が
、
将
来
の

目
的
達
成
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。
そ
の

た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
学
ん

で
い
く
姿
勢
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
大
切

に
な
り
、
長
時
間
の
活
動
を
通
し
て
そ
の

よ
う
な
姿
勢
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
出
来

る
と
信
じ
て
活
動
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
記
事
を
書
い
て
い
る
の
が
７
月
中

旬
で
す
が
、
簿
記
競
技
大
会
神
奈
川
大
会

で
二
年
生
部
員
が
個
人
総
合
優
勝
を
果
た

し
、
７
月
後
半
に
開
か
れ
る
全
国
簿
記
競

技
大
会
に
個
人
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
日
ご
ろ
の
活
動
の
一

つ
の
成
果
で
す
。
コ
ツ
コ
ツ
と
学
ぶ
姿
勢

作
り
が
意
味
の
あ
る
事
が
証
明
さ
れ
た
の

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
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◆
「
母
校
の
高
校
生
を
前
に

��
租
税
教
室
の
開
催
」

村
上　

幸
宏
（
昭
47
卒
）

卒
業
し
て
49
年
後
、
令
和
3
年
12
月
6

日
に
出
身
高
校
の
横
浜
市
立
横
浜
商
業
高

校
（
通
称
名
「
Y
校
」
）
に
お
い
て
、
租

税
教
室
の
講
師
と
し
て
後
輩
の
皆
さ
ん
を

前
に
教
壇
に
立
た
せ
て
い
た
だ
き
、
と
て

も
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
在
学
生
の
皆
さ
ん
と
私

は
、
一
般
社
団
法
人
進
交
会
の
会
員
と
し

て
同
窓
会
の
仲
間
と
い
う
関
係
に
な
る
こ

と
や
進
交
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
内
容

が
充
実
し
て
い
る
の
で
開
い
て
見
て
ほ
し

い
旨
を
伝
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
身
近
な
生
活
を
通
じ
て
税
金

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、

次
の
よ
う
な
お
話
を
し
ま
し
た
。

『
本
題
に
入
る
前
に
、
皆
さ
ん
に
聞
き

た
い
の
で
す
が
、
今
朝
、
食
事
を
摂
っ
て

き
ま
し
た
か
？

は
し
や
お
茶
碗
、
炊
飯
器
、
バ
タ
ー
や

ジ
ャ
ム
、
ト
ー
ス
タ
ー
。
こ
れ
ら
は
必
要

な
も
の
で
す
が
、
果
た
し
て
皆
さ
ん
は
、

そ
れ
を
自
分
で
作
れ
ま
す
か
？

出
来
な
い
で
す
よ
ね
。

ス
マ
ホ
の
使
い
方
は
、
熟
練
し
て
い
て

も
ス
マ
ホ
を
作
れ
ま
せ
ん
ね
。
ア
プ
リ
の

ア
イ
デ
ア
は
出
て
も
ア
プ
リ
を
作
る
こ
と

も
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
や
っ
て
手
に
入
れ
る
か
と
い
う

と
、
ご
家
族
が
仕
事
を
し
て
、
収
入
を
得

て
、
そ
れ
ら
を
買
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
ご
家
族
に
感
謝
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
で
は
、
自
分
で
何
が
で
き
る
か
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。
物
を
作
る
こ
と
は
な

か
な
か
難
し
い
の
で
、
掃
除
、
片
付
け
、

中
に
は
料
理
を
し
て
ご
家
族
に
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
と
い
う
人
が
居
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
一
番
大
切
な
も
の
は
、
勉
強

す
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

誰
か
が
物
を
作
っ
て
く
れ
て
い
て
、
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
、
私
た
ち
の
生
活
が
成
り
立
っ
て

い
る
こ
と
に
、
先
ず
思
い
を
至
ら
せ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
の
日
常
と
こ
れ
か
ら
話
す
税
金

の
こ
と
を
重
ね
合
わ
せ
て
考
え
て
く
だ
さ

い
。
』

本
題
の
税
金
の
話
で
は
、
「
税
は
、
ど

う
し
て
あ
る
の
？
」
「
税
の
役
割
は
、
何

だ
ろ
う
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
①
公
立
学
校

の
生
徒
の
一
人
当
た
り
教
育
費
や
公
共
サ

ー
ビ
ス
、
社
会
資
本
の
整
備
な
ど
税
金
の

使
わ
れ
方
、
②
納
税
の
義
務
の
根
拠
、
③

税
の
分
類
、
④
消
費
税
が
導
入
さ
れ
た
背

景
、
⑤
財
政
の
状
況
と
し
て
の
国
債
の
累

積
残
高
に
つ
い
て
説
明
後
、
社
会
人
と
し

て
身
近
に
な
る
所
得
税
に
つ
い
て
、
事
例

の
源
泉
徴
収
票
に
基
づ
い
て
、
確
定
申
告

書
を
作
成
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

結
び
に
当
た
っ
て
、
脳
科
学
者
の
茂
木

健
一
郎
さ
ん
の
「
脳
に
負
荷
を
か
け
る
こ

と
が
、
脳
の
喜
び
に
な
る
と
気
付
い
た
人

は
、
伸
び
る
。
」
と
い
う
言
葉
を
借
り

て
、
こ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
こ
と
、
こ
れ
か

ら
学
ぶ
こ
と
を
物
づ
く
り
や
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
つ
な
げ
て
、
ご
家
族
や
社
会
に
生

か
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
旨
エ
ー
ル
を
送

り
、
租
税
教
室
を
終
了
し
ま
し
た
。

商業施設・オフィス・リノベーション・設計施工tatesin

会 長  渡 辺 清 和
（Y校 昭和45年卒　バドミントン部）

〒 232-0022 横浜市南区高根町4-29
☎045-242-1320　☎045-262-4026（不動産部）

一級建築士事務所

株式会社タテシン

麺処 おおぎ（進交会館１階）
うどんと酒肴

◎馬車道・横浜市役所前店(進交会館１Ｆ）
　横浜市中区相生町６－１１１　電話 ０４５－６８１－２１５２

◎大通り公園前本店
　横浜市中区蓬莱町１－１－３
　電話　０４５－２４３－０３９０

◎常磐町店
　横浜市中区常磐町３－２２－３   
　電話　０４５－２３２－４０４０　　

商業施設・オフィス・リノベーション・設計施工tatesin

会 長  渡 辺 清 和
（Y校 昭和45年卒　バドミントン部）

〒 232-0022 横浜市南区高根町4-29
☎045-242-1320　☎045-262-4026（不動産部）

一級建築士事務所

株式会社タテシン

麺処 おおぎ（進交会館１階）
うどんと酒肴

◎馬車道・横浜市役所前店(進交会館１Ｆ）
　横浜市中区相生町６－１１１　電話 ０４５－６８１－２１５２

◎大通り公園前本店
　横浜市中区蓬莱町１－１－３
　電話　０４５－２４３－０３９０

◎常磐町店
　横浜市中区常磐町３－２２－３   
　電話　０４５－２３２－４０４０　　

進
交
会
囲
碁
ク
ラ
ブ
か
ら
の
お
知

ら
せ当

ク
ラ
ブ
は
現
在
、
登
録
会
員
36

名
で
毎
週
火
曜
日
と
土
曜
日
の
午
後

に
、
進
交
会
館
３
階
で
、
週
例
碁
会

を
行
っ
て
居
り
ま
す
。

是
非
こ
の
機
会
に
皆
様
か
ら
の
当

ク
ラ
ブ
へ
の
ご
加
入
を
、
歓
迎
い
た

し
ま
す
。

詳
細
は
…
…
進
交
会
事
務
局
ま
で

☎
０
４
５
―

６
８
１
―

６
５
７
５

会
長　

名
塚　

三
郎
（
Ｙ
昭
20
⑤
）
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アイスホッケー部（昭和１２年） 馬術部（昭１２年） ボート部全国大会・国体男女
アベック優勝（昭３６年）
女子連続優勝（昭３６・３７年）

フェンシング部全国大会優勝（昭３８年） 卓球部全国大会優勝（昭３９年） ホッケー部全国大会優勝（昭４０年）

硬式野球部　春・夏、国体・
全国大会準優勝（昭５８年）

軟式野球部国体優勝（昭６２年） 書道部　全国高校総合文化祭
特別賞（平２２年）

カヌー部　全国大会男女優勝（平１６年） 英語部全商スピーチコンテスト
神奈川県大会優勝（平２２年）

Ｙ校１４０年間の部活トピックス

珍しい部活、全国大会で優勝した部活、それに準ずる成績を残した部活をとりあげました。
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Ｙ
校
校
歌
と
森
鷗
外

内
田　

正
雄
（
昭
35
卒
）

『
栄
行
く
御
代

の
民
草
我
等
…
』

で
始
ま
る
横
浜
市

立
横
浜
商
業
高
等

学
校
（
以
下
Y

校
）
校
歌
の
作
詞
は
横
浜
市
歌
と
同
じ
く

森
鷗
外
で
あ
る
。
鷗
外
は
「
阿
部
一
族
」

「
山
椒
大
夫
」
「
大
塩
平
八
郎
」
な
ど
歴

史
小
説
を
書
く
文
豪
と
し
て
名
高
い
が
市

歌
・
校
歌
も
２
０
０
近
い
作
品
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
私
の
手
元
に
「
森
鷗
外

博
士
作
の
校
歌
制
定
―
博
士
、
深
く
先
生

に
傾
倒
さ
る
―
」
と
題
さ
れ
た
Ａ
4
紙
コ

ピ
ー
が
あ
る
。
出
版
物
の
コ
ピ
ー
と
思
わ

れ
る
が
、
原
本
名
も
作
者
も
明
記
さ
れ
て

お
ら
ず
、
私
も
誰
か
ら
頂
い
た
の
か
記
憶

に
な
い
。
な
ぜ
、
Ｙ
校
校
歌
の
作
詞
者
が

森
鷗
外
に
な
っ
た
の
か
を
知
る
貴
重
な
内

容
で
あ
る
た
め
、
部
分
を
引
用
す
る
。

『
森
鷗
外
博
士
作
、
小
松
耕
輔
氏
作
曲
の

校
歌
が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
大
正
5
年
で

あ
っ
た
。
職
員
会
議
の
席
上
で
、
校
歌
を

制
定
し
て
は
如
何
と
の
議
が
、
一
職
員
か

ら
提
案
さ
れ
た
。
美
澤
先
生
は
こ
の
提
案

を
即
座
に
採
用
さ
れ
、
作
詞
は
鷗
外
博
士

に
お
願
い
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
数
日

後
、
博
士
は
訪
問
し
た
先
生
の
申
し
出
を

聴
か
れ
言
下
に
快
諾
す
る
。
先
生
は
内
容

に
つ
い
て
、
学
校
の
教
育
方
針
で
あ
る
学

則
と
校
訓
の
精
神
を
酌
入
れ
て
ほ
し
い
と

語
ら
れ
、
博
士
は
ま
こ
と
に
ご
同
感
で

す
。
早
速
作
ま
せ
う
、
と
い
わ
れ
た
。
原

稿
を
受
け
取
り
に
出
向
い
た
武
井
氏
に
対

し
て
博
士
は
「
Ｙ
校
は
よ
き
校
長
を
得

た
、
あ
の
方
な
ら
ば
、
こ
ち
ら
か
ら
進
ん

で
作
っ
て
あ
げ
た
い
」
と
ま
で
言
わ
れ

た
。
先
生
の
飾
ら
ざ
る
率
直
な
弁
、
真
摯

熱
心
な
る
態
度
に
、
博
士
は
心
か
ら
敬
服

さ
れ
た
の
で
あ
る
』　

Ｙ
校
に
入
学
し
て

す
ぐ
、
新
入
生
は
放
課
後
に
応
援
団
の
先

輩
か
ら
校
歌
と
応
援
歌
の
特
訓
を
受
け

る
。
暴
力
こ
そ
無
い
が
怒
鳴
ら
れ
、
脅
か

さ
れ
て
の
長
時
間
の
練
習
に
は
閉
口
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
横
浜

平
和
球
場
で
の
野
球
の
応
援
、
他
校
と
の

交
流
戦
な
ど
に
声
高
ら
か
に
斉
唱
出
来

た
。
Ｙ
校
校
歌
に
対
し
て
の
想
い
出
は
限

り
な
い
が
、
硬
式
野
球
部
が
甲
子
園
で
勝

っ
た
後
、
隣
な
り
同
志
で
肩
を
組
み
、
身

体
を
揺
ら
し
て
歌
う
の
は
格
別
で
あ
る
。　

Ｙ
校
野
球
部
は
春
夏
合
わ
せ
16
回
甲
子
園

に
出
場
し
て
い
る
。
幸
運
に
も
大
阪
に
転

勤
し
て
い
た
私
は
、
昭
和
54
年
夏
宮
城
投

手
を
擁
し
て
の
出
場
以
来
、
何
度
も
ア
ル

プ
ス
席
で
校
歌
を
歌
う
こ
と
が
出
来
た
。

も
う
一
つ
は
、
平
成
13
年
9
月
横
浜
Ｙ
校

会
の
「
森
鷗
外
と
津
和
野
の
旅
」
に
近
畿

Ｙ
校
会
の
メ
ン
バ
－
も
同
行
し
た
。
2
日

目
津
和
野
の
「
森
鷗
外
記
念
館
」
で
、
他

の
入
館
者
が
何
ご
と
か
と
訝
か
る
中
、
参

加
者
全
員
が
中
庭
に
整
然
と
並
び
校
歌
を

斉
唱
し
た
。
忘
れ
難
い
想
い
出
で
あ
る
。

森
鴎
外
記
念
館
を
訪
ね
て

大
宮　

勲
（
昭
48
卒
）

神
崎
政
敏
（
昭
27
卒
）
さ
ん
の
勧
め
に

よ
り
、
３
月
31
日
（
木
）
Ｙ
校
会
事
務

局�

安
川
栄
一
（
昭
44
卒
）
さ
ん
と
森
鴎

外
記
念
館
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。
記
念

館
は
森
鴎
外
の
旧
居
宅
で
１
，
０
５
６
㎡

（
３
２
０
坪
）
の
敷
地
に
２
５
５
㎡
（
約

77
坪
）
の
建
物
が
あ
っ
た
場
所
で
す
。
当

時
は
２
階
か
ら
東
京
湾
が
見
え
た
の
で
、

森
鴎
外
が
観
潮
楼
と
名
付
け
た
と
の
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
今
は
高
層
ビ
ル
の
乱
立

で
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
一
部
が
見
え
る
だ
け

の
よ
う
で
す
。

入
口
で
係
員
の
女
性
に
、
Ｙ
校
の
校
歌

の
資
料
を
見
せ
作
詞
者
が
森
鴎
外
だ
と
説

明
し
ま
し
た
が
、
「
そ
う
言
え
ば
最
近
、

高
校
の
卒
業
生
の
方
が
よ
く
み
え
る
」
程

度
の
返
事
だ
け
で
、
Ｙ
校
と
い
う
言
葉
は

聞
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
誠
に
残
念
な
思
い

で
す
。
展
示
室
は
Ｂ
１
Ｆ
で
森
鴎
外
の
幼

少
～
東
大
医
学
部
～
陸
軍
軍
医
～
日
露
戦

争
～
作
家
生
活
～
死
去
迄
の
写
真
、
手
紙

等
が
展
示
さ
れ
、
映
像
コ
ー
ナ
ー
で
は
森

鴎
外
の
写
真
、
著
名
な
友
人
、
知
人
と
の

逸
話
等
が
映
し
出
さ
れ
、
約
30
分
視
聴
し

見
学
の
所
要
時
間
は
約
90
分
で
し
た
。

大
正
５
年
に
美
澤
進
先
生
が
Ｙ
校
の
校

歌
の
作
詞
を
依
頼
す
る
た
め
に
こ
の
森
鴎

外
宅
を
訪
問
し
、
こ
の
旧
居
宅
の
書
斎
で

森
鴎
外
が
Ｙ
校
の
校
歌
を
作
詞
し
た
こ
と

を
想
像
す
る
と
Ｙ
校
の
も
う
一
つ
の
ル
ー

ツ
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

し
て
そ
の
わ
ず
か
６
年
後
の
大
正
11
年
に

森
鴎
外
は
病
没
し
て
い
ま
す
が
、
ま
る
で

Ｙ
校
校
歌
の
作
詞
に
全
精
力
を
つ
ぎ
込
み

使
い
果
た
し
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

感
無
量
の
思
い
が
し
ま
す
。
（
か
な
り
誇

張
し
た
言
い
方
で
す
が
！
！
）

帰
路
は
谷
中
銀
座
を
経
て
Ｊ
Ｒ
日
暮
里

駅
ま
で
Ｙ
校
の
校
歌
を
口
ず
さ
み
、
約
30

分
そ
ぞ
ろ
歩
き
し
て
き
ま
し
た
。

正面外観

【森鴎外記念館】
所在地� :� 東京都文京区千駄木1-23-4
電話� :� ０３－３８２４－５５１１
アクセス�：�東京メトロ千代田線「千駄木」駅下車徒歩５分
開館時間�：�１０：００～１８：００
観覧料� ：�３００円
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Ｙ
校
会
だ
よ
り

☆
Ｙ
校
会
に
つ
い
て

��

Ｙ
校
会
と
は
？　

↓↓　

Ｙ
校
市
大
の
同
窓
会
の

一
般
団
法
人
進
交
会
の
内
Ｙ
校
卒
業
生
で
構
成

す
る
任
意
団
体
で
す
。

��

目
的
は
？　

↓↓　

母
校
Ｙ
校
及
び
在
校
生
へ
の

支
援
と
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

��

会
費
は
？　

↓↓　

年
間
１
,
０
０
０
円
以
上
で

す
。

※
進
交
会
会
費
（
終
身
会
費
３
０
,
０
０
０
円�

　

�

年
会
費
３
,
０
０
０
円
）
と
は
別
枠
に
な
り

ま
す
。

　

�

こ
の
機
会
に
、
是
非
、
Ｙ
校
会
会
費
の
納
入

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
お
問
合
せ
・�

詳
細
は�

・
・
・
・
・

　

Ｙ
校
会
事
務
局　

安
川
（
昭
44
卒
）

　
　
　
　
　
　
　
　

杉
本
（
昭
55
卒
）
迄

　

�

電
話
０
４
５
―

６
８
１
―

６
５
７
５

☆
Ｙ
校
会
活
動
に
つ
い
て

【
Ｙ
校
商
業
科
ア
ピ
ー
ル
用
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
ま
し
た
】

近
年
、
全
国
的
に
商
業
高
校
へ
の
志
願

者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
Ｙ
校
も
同
様

な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
商

業
科
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
志
願
者
増
加

に
つ
な
げ
た
い
と
の
商
業
科
教
諭
の
発
案

に
よ
り
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し

た
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
卒
業
生
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
掲
載
、
進
学
、
普
通
教
科
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
商
業
の
資

格
取
得
が
将
来
の
武
器
に
な
る
こ
と
の

他
、
探
求
学
習
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
力
を

入
れ
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
学
校
説
明
会
や
中
学

校
訪
問
説
明
会
、
中
学
校
へ
の
配
布
等
で

活
用
し
ま
す
。

Ｙ
校
会
で
は
、
企
画
、
費
用
面
で
支
援

し
て
い
ま
す
。

【
Ｙ
校
生
へ
の
海
外
研
修
支
援
金
】

海
外
研
修
を
目
指
す
Ｙ
校
生
。
そ
の
志

に
応
え
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
の
研
修
生

に
１
名
10
万
円
、
総
額
20
万
円
を
限
度
と

し
て
、
台
湾
へ
の
研
修
生
に
は
１
名
５
万

円
、
総
額
10
万
円
を
限
度
と
し
て
毎
年
支

援
し
て
い
ま
す
。

令
和
3
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止

と
な
り
、
支
援
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

【
Ｙ
校
生
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ　

活
動
支
援
】

令
和
3
年
度
は
総
額
20
万
円
を
支
援
し
ま

し
た
。

【
今
年
度
の
主
な
行
事
】

５
月　

社
会
見
学
会
（
本
年
は
中
止
）

７
月　

歌
舞
伎
鑑
賞
教
室
（
実
施
済
）

９
月　

�

故
美
澤
進
先
生
１
０
０
回
忌
・

墓
前
報
告
祭
（
実
施
済
）

11
月　

�

Ｙ
校
創
立
１
４
０
周
年
記
念
式

典
・
祝
賀
会

12
月���

落
語
鑑
賞
会

◆
Ｙ
校
会　

令
和
３
年　

収
支
報
告
書

�（
令
和
３
年
１
月
１
日
～
令
和
３
年
12

月
31
日
）

【収入】� （単位　円）

科目 一般会計 母校支援基金 合計
前期繰越 1,989,744 4,174,316 6,164,060
Ｙ校会会費 1,159,938 1,159,938
利息 12 32 44
合計 3,149,694 4,174,348 7,324,042

【支出】

科目 一般会計 母校支援基金 合計
部活動・同期会支援金 60,000 0 60,000
墓参会費用 45,110 0 45,110
会議費 39,330 0 39,330
郵送費 193,984 0 193,984
郵便局手数料 69,185 0 69,185
SDGs活動支援金 200,000 0 200,000
印刷費 3,213 0 3,213
雑費・消耗品 3,763 0 3,763
振込手数料 440 0 440
その他事業費 48,050 0 48,050
慶弔・見舞金 25,534 0 25,534
合計 688,609 0 688,609
次期繰越 2,461,085 4,174,348 6,635,433

                      
 

                 
 
 
 
 
 
 
 
 

114400 周周年年ロロゴゴママーークク          ＹＹ校校１１４４００周周年年記記念念式式典典・・祝祝賀賀会会ののおお知知ららせせ                

【【記記念念式式典典】】  日 時 ： １１月１１日（金）  １２時３０分開式 

            会 場 ： みなとみらい大ホール     

                     

                                        【【祝祝賀賀会会】】      日 時 ： １１月１２日（土）  １２時 開宴 

（（ＹＹ校校生生徒徒がが考考案案ししままししたた））                                    会 場 ： 横浜ロイヤルパークホテル 

費 用 ： １２，０００円 (記念品 ・ 記念誌代を含みます)  

       【【  おお問問合合せせはは  】】      

進進交交会会内内  ＹＹ校校会会事事務務局局  安安川川迄迄            電電話話  ００４４５５－－６６８８１１－－６６５５７７５５      ＦＦＡＡＸＸ  ００４４５５－－６６８８１１－－６６５５８８５５              

                                        ee－－ｍｍａａｉｉｌｌ  ：：  sshhiinnkkoouukkaaii@@nniiffttyy..ccoomm 
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応
援
歌
【
Ｙ
校
の
意
気
】

安
川　

栄
一�

（
昭
44
卒
）

Y
校
入
学
直
後
の
応
援
練
習
か
ら
今
日

ま
で
、
代
表
的
な
応
援
歌
「
Y
校
の
意

気
」
を
内
容
も
解
ら
ず
、
何
度
も
歌
っ
て

き
ま
し
た
。
今
回
、
加
納
和
明
元
Ｙ
校
教

諭
（
昭
26
Ｙ
卒
）
に
ご
教
示
い
た
だ
き
、

私
な
り
に
文
語
体
の
歌
詞
を
現
代
の
口
語

体
に
訳
し
て
み
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て

も
、
「
Ｙ
校
の
意
気
」
は
当
時
の
Y
校
生

が
作
詞
し
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
Ｙ
校
生

の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
只
々
驚
き
尊
敬
す
る

ば
か
り
で
す
。

Ｙ
校
の
意
気
は
、
Ｙ
校
生
徒
が
作
詞

し
、
明
治
42
年
（
１
９
０
９
年
）
美
澤
進

校
長
の
還
暦
祝
賀
会
で
初
め
て
唄
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
原
曲
は
明
治
34
年
（
１
９
０
１

年
）
に
制
作
さ
れ
た
「
ア
ム
ー
ル
川
の
流

血
や
」
（
旧
制
第
１
高
校
の
寮
歌
）
で
、

作
曲
は
栗
林
宇
一
、
更
に
曲
の
原
型
は
永

井
建
子
（
男
）
作
曲
の
軍
歌
「
小
楠
公
」

と
の
こ
と
で
す
。

そ
の
後
明
治
44
年
（
１
９
１
１
年
）
、

加
藤
明
勝
が
こ
の
曲
を
流
用
し
て
「
歩
兵

の
本
領
」
を
作
詞
し
、
日
本
を
代
表
す
る

軍
歌
の
ひ
と
つ
と
し
て
広
く
愛
唱
さ
れ
ま

し
た
。

―　

歌�

詞�

の�

解�

釈�

案　

―

歌　　　　詞 解　　釈　　案

１ 禁令固き御朱印の　影に結び
て夢深し　黒潮御国を訪えど　
覚むとしもなし２００歳

幕府はキリスト教禁圧の為「海外渡航禁止令」を発
し、朱印船貿易を厳しく禁止した。
禁令の影響で、国全体が深く眠っている状態になり、
海では黒潮が変わらずに日本を訪れ巡って来ているの
に、国際情勢に目覚める時もなく、２００年（鎖国期
間１６４１年～１８５３年）も経ってしまった。

２ 浦賀の沖の砲声や　島根の春
を誘いけん　万朶の花は香に
匂い　千古の雪は色に映ゆ

浦賀に来訪したペリー艦隊が発する号砲が島国日本の
春（鎖国解除による開国）を誘い出したのであろう。
満開の桜の花は咲き香り、永久（とわ）の雪（富士山
の雪）もひかり輝いている。

３ 花彩の国の一角に　YCSの
旗高く　星霜ここに１４０年　
盟は固し我が母校

花で彩られた国、日本の一角にYCSの旗を高く掲げ
て、１４０年間「誠の心」固く守っているのが我が母
校である。

４ 旗色動かば忽ちに　鯨鯢吼ゆ
る北海や　猛虎雄叫ぶ南洋も　
波蹴破りていざ行かん

旗色（形勢）が変われば即動く
オス、メスのクジラが吠える北の海や、猛虎が雄叫ぶ
南国の海へも、波を蹴散らしいざ行かん。

広告企画・デザイン制作立案・印刷全般
スポーツウエア・ユニフォームプリント

株式会社 ライム
本　社

〒231-0011
横浜市中区太田町6-84-2

大樹生命横浜桜木町ビル5F
TEL.045-306-7722

弘明寺ファクトリー
〒232-0067 

横浜市南区弘明寺町259
GM2ビル3F

TEL.045-315-5918

Rim
create the new thing and send it
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横濱屋
株式会社

まごころ・信頼・サービスをお届けします。

●業務用酒類卸 ●スーパーマーケット
●お酒スーパー ●業務スーパー

横浜市南区宮元町４丁目９３番地
〒232-0016

℡ 045(741)4747

Ｙ校から今日（イマ）を目指して職人に賭けた『一生』 
質実剛健を旨とし誠を尽くす職人になろうと  
今、創業１０４年   
畳と襖、小修理の専門店。和の文化を守る。 
                 

森下和装工業株式会社   

代表  森下 正勝              

昭３７年Ｙ校卒 （硬式野球部） 

〒245-0004  

横浜市泉区領家３－９－７   電話 045－811－4696 

森下正勝 著 （文芸社） 

『戦後日本の 光と影』 絶賛発売中 
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仲
秋
の
候
、
進
交
会
員
の
皆
様
に

は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

今
般
、
進
交
会
報
第
88
号
も
昨
年
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、
前
号
同

様
、
Y
校
版
と
市
大
版
の
分
冊
発
行
と

し
、
文
字
や
写
真
を
で
き
る
だ
け
大
き

く
し
て
読
み
や
す
く
な
る
よ
う
改
訂
し

ま
し
た
。

今
後
も
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は
進
交
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
よ
せ
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
本
年
は
Y
校
創
立
１
４
０
周

年
、
市
大
医
学
部
と
附
属
2
病
院
は
そ

の
ル
ー
ツ
で
あ
る
「
横
浜
仮
病
院
」
開

院
１
５
０
周
年
を
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
周

年
行
事
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
関
連
行

事
等
に
つ
き
ま
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
今
後
も
会

報
を
通
じ
て
会
員
の
交
流
が
深
ま
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
拡
大
の
中
、
皆
様
の
ご
健

康
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

末
尾
と
な
り
ま
し
た
が
、
ご
寄
稿
・

広
告
掲
載
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
皆
様

か
ら
の
会
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ご

寄
稿
や
広
告
掲
載
応
募
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

会
報
・
Ｈ
Ｐ
委
員
長

�
桑
原　

正
子
（
市
大
文
昭
41
卒
）

平
成
元
年

渡

辺

渡

（
昭
20
Ｙ
⑤
）

平
成
2
年

北

村

忠

久
（
昭
41
Ｙ
）

平
成
16
年

青

木

和

子
（
昭
54
Ｙ
）

平
成
21
年

石

井

保

典
（
昭
17
Ｙ
）

平
成
23
年

横

山

悦

子
（
昭
36
Ｙ
）

新
井
田

和

男
（
昭
41
Ｙ
）

平
成
25
年

井

上

和

夫
（
昭
20
Ｙ
⑤
）

大
久
保

栄

吉
（
昭
20
Ｙ
④
）

浜

田

治

男
（
昭
33
Ｙ
）

平
成
26
年

黒

川

武

（
昭
26
Ｙ
商
）

平
成
27
年

吉

田

博

郎
（
昭
15
Ｙ
）

堤

淳

一
（
昭
17
Ｙ
）

青

柳

文

司
（
昭
18
Ｙ
）

小

沢

弘

之
（
昭
40
Ｙ
）

久
保
田

克

弘
（
昭
41
Ｙ
）

平
成
28
年

波
多
野

正

男
（
昭
15
Ｙ
）

岩

崎

俊

平
（
昭
17
Ｙ
）

新

井

鶴

吉
（
昭
26
Ｙ
商
）

井

上

和

夫
（
昭
26
Ｙ
商
）

服

部

貞

朗
（
昭
27
Ｙ
商
）

平
成
29
年

原

口

雅

治
（
昭
23
Ｙ
）

新

井

邦

夫
（
昭
26
Ｙ
商
）

佐

羽

了

司
（
昭
26
Ｙ
商
）

平

田

政

志
（
昭
26
Ｙ
商
）

服

部

吉

宏
（
昭
29
Ｙ
普
）

田

中

良

幸
（
昭
32
Ｙ
）

新

保

譲

二
（
昭
44
Ｙ
）

平
成
30
年

入

澤

禮

哉
（
昭
14
Ｙ
）

藤

巻

藤
太
郎
（
昭
24
Ｙ
旧
）

鶴

田

良

昭
（
昭
27
Ｙ
商
）

佐

藤

一

規
（
昭
29
Ｙ
商
）

外

狩

弘

（
昭
29
Ｙ
商
）

小

池

登
喜
子
（
昭
36
Ｙ
）

高

橋

俊

明
（
昭
42
Ｙ
）

山

本

衛

輔
（
昭
46
Ｙ
）

令
和
元
年

鈴

木

隆

一
（
旧
職
員
）

大

伴

巖

（
昭
16
Ｙ
）

加
倉
井

脩

（
昭
18
Ｙ
）

森

田

喜
代
子
（
昭
27
Ｙ
商
）

高

山

芳

雄
（
昭
30
Ｙ
普
）

大

矢

桂

子
（
昭
31
Ｙ
普
）

須

佐

勇

次
（
昭
40
Ｙ
）

伊

藤

文

子
（
昭
40
Ｙ
）

高

野

武

（
昭
13
Ｙ
）

服

部

季

克
（
昭
20
Ｙ
④
）

荒

井

喜
代
次
（
昭
26
Ｙ
商
）

代

田

正

（
昭
28
Ｙ
商
）

小

林

康

彦
（
昭
30
Ｙ
商
）

佐

藤

篤

正
（
昭
30
Ｙ
商
）

池

田

輯

治
（
昭
31
Ｙ
普
）

岡

野

隆

次
（
昭
36
Ｙ
）

藤

林

伸

男
（
昭
38
Ｙ
）

小

野

信

三
（
昭
42
Ｙ
）

令
和
2
年

増

田

秋

夫
（
昭
23
Ｙ
）

磯

村

健

（
昭
26
Ｙ
商
）

小

島

豊

（
昭
27
Ｙ
普
）

佐

野

冨
士
江
（
昭
28
Ｙ
普
）

石

井

勇

夫
（
昭
30
Ｙ
普
）

相

川

真

久
（
昭
30
Ｙ
商
）

細

野

孝

（
昭
31
Ｙ
商
）

佐

藤

龍

子
（
昭
33
Ｙ
）

白

井

清

剛
（
昭
34
Ｙ
）

石

井

英

夫
（
昭
37
Ｙ
）

手

塚

正

（
昭
38
Ｙ
）

高

橋

泉

（
昭
41
Ｙ
）

令
和
3
年

佐

藤

達

郎
（
昭
16
Ｙ
）

北

村

常

雄
（
昭
18
Ｙ
）

及

川

功

（
昭
20
Ｙ
⑤
）

髙

梨

昭

二
（
昭
20
Ｙ
⑤
）

久

野

昭

雄
（
昭
20
Ｙ
⑤
）

佐

藤

益

彦
（
昭
20
Ｙ
④
）

高

橋

寿

勝
（
昭
20
Ｙ
④
）

濵

田

忠

克
（
昭
20
Ｙ
④
）

内

藤

孝

一
（
昭
21
Ｙ
）

渡

辺

笆
千
朗
（
昭
21
Ｙ
）

市

川

和

夫
（
昭
23
Ｙ
）

岩

切

重

雄
（
昭
23
Ｙ
）

笠

原

貞

男
（
昭
23
Ｙ
）

五
十
貝

国

夫
（
昭
25
Ｙ
）

飛

﨑

宏

（
昭
25
Ｙ
）

桑

畑

久

志
（
昭
26
Ｙ
商
）

原

伊
三
雄
（
昭
26
Ｙ
商
）

望

月

武

志
（
昭
26
Ｙ
商
）

青

柳

悌

正
（
昭
27
Ｙ
商
）

安

土

博

久
（
昭
27
Ｙ
商
）

木

村

康

（
昭
27
Ｙ
商
）

佐
々
木

宣

勝
（
昭
27
Ｙ
商
）

嶋

村

文

夫
（
昭
28
Ｙ
普
）

相

沢

英

男
（
昭
28
Ｙ
商
）

荒

井

清

（
昭
28
Ｙ
商
）

望

月

勇

（
昭
29
Ｙ
普
）

石

井

不
二
夫
（
昭
29
Ｙ
商
）

吉

井

紀

義
（
昭
29
Ｙ
商
）

岩

城

正

治
（
昭
30
Ｙ
商
）

後

藤

正

（
昭
30
Ｙ
商
）

塩

田

一

男
（
昭
30
Ｙ
商
）

鈴

木

岐

侑
（
昭
30
Ｙ
商
）

谷

本

顕

（
昭
30
Ｙ
商
）

廣

瀬

規

光
（
昭
30
Ｙ
商
）

橋

本

暁

美
（
昭
30
Ｙ
商
）

麻

生

勉

（
昭
31
Ｙ
商
）

松

本

輝

夫
（
昭
31
Ｙ
商
）

石

黒

征
四
郎
（
昭
32
Ｙ
）

佐

藤

富

生
（
昭
32
Ｙ
）

塚

川

和

子
（
昭
32
Ｙ
）

今

井

忠

昭
（
昭
34
Ｙ
）

樋

口

富
士
子
（
昭
36
Ｙ
）

平

田

た
み
ゑ
（
昭
40
Ｙ
）

猪

股

美
知
子
（
昭
42
Ｙ
）

河

原

共

子
（
昭
42
Ｙ
）

小
野
寺

多
喜
子
（
昭
43
Ｙ
）

植

田

芳

雄
（
昭
44
Ｙ
）

大

津

誠

（
昭
44
Ｙ
）

鹿

島

研

次
（
昭
48
Ｙ
）

平

石

稔

（
平
11
Ｙ
）

令
和
4
年

岩

間

博

和
（
昭
16
Ｙ
）

斎

藤

哲

男
（
昭
16
Ｙ
）

岡

本

健

治
（
昭
23
Ｙ
）

笠

原

文

雄
（
昭
23
Ｙ
）

大

木

和

道
（
昭
25
Ｙ
）

杉

山

利

光
（
昭
28
Ｙ
商
）

玉

上

實

（
昭
28
Ｙ
商
）

鴨
志
田

義

雄
（
昭
30
Ｙ
商
）

岩

橋

俊

雄
（
昭
34
Ｙ
）

吉

田

稔

（
昭
34
Ｙ
）

長
谷
川

正

幸
（
昭
40
Ｙ
）

矢

田

雄

一
（
昭
45
Ｙ
）

狩

野

猛

（
昭
46
Ｙ
）

天

野

満

（
昭
46
Ｙ
）

服

部

敏

之
（
昭
48
Ｙ
）

不
明

鵜

沢

博

（
昭
27
Ｙ
普
）

岩

崎

保

（
昭
30
Ｙ
商
）


